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世
界
史
に

於
け

る

水
戸
學

（

［
）

ー
國
民
主

義
イ

デ

オ
ロ

ギ
ー

の

發
祥
を
め

ぐ
つ

て
．

覺
書

1

小

堀
桂

郎 ．

　
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

於
い

て

「

國
民

文
學
史
」

な

る

書
物
が

出
現
し、

そ

れ

を

通
じ

て

「

國
文
學
」

の

概
念
及
び

そ

の

理

念
が

成
立

し

た

の

は、

一

八

六

四

年
フ

ラ

ン

ス

人

イ

ポ

リ

ッ

ト
・

テ

ー

ヌ

に

よ

る

『

イ

ギ

リ

ス

文
學
史
』

（

以

下

『

英
文
學
史
』

と

も

記

す）
（

ξ
旦
冨
→

§
Φ

・

鶉

§
受
鳴

§

ミ

ト

ミ
鳳

ミ
ミ
・

ぎ
吸

§
郵
｝

。。

2
）

の

刊
行
が

發

端
で

あ
つ

た
。

そ
の

反
響
は

大

き

く、

こ

れ

は

ア

ン

リ
・

ヴ
ァ

ン

．
ロ

ー

ン

に

よ

つ

て

英
譯
さ

れ

（

団
Φ

コ

ユ

く
蝉

コ

r
帥
ロ

『

ミ゚
う

き
遷
Q
丶

肉

諾
ミ
劬

壽

い

無
鳴

§ー

ミ
ミ

」
°。

認
）

、

英
語
圈
の
一

般
讀
者
暦
の

間
に

も

流
布
し

始
め

る

の

だ

が
、

そ

の

譯

者
ヴ
ァ

ン

・
ロ

ー

ン

は
一

八

七

六

年
に

は

自
ら

が

『

フ

ラ

ン

ス

文
學
史
』

（

鶤
笥
o

越

旦

ぎ
§
ミ

ト

譜
§
ミ
墨
一

〇。

刈

 
）

を

著
し、

な

ぜ

こ

の

樣
な

書
物
を

著
し

た

の

か

と

問
ふ

な

ら

ば、

そ

の

答
は

簡
單
で

あ

る、

こ

の

樣
な

書
物
が

英
語
世

界
に

ま

だ

存
在

し

な

い

か

ら

で

あ

る

ー
と、

そ

の

序
文
の

中
で

書
い

て

ゐ

る
。

世
界
史
に

於
け

る

水

戸

學

小
堀
桂
一
郎

＊

言
語
文
化

學
科
　
敏
授

　
日

本
思

想

史

　
ド

イ

ツ

で

は
一

八

七

八

年
に

ロ

ー

ベ

ル

ト
・

ケ

ー

ニ

ヒ

が

『

ド

イ

ツ

文
學
史
』

（

皆
σ

窪

§
旺
α・

6
§

警
ぎ
ト

譜

ミ
譲
§
ミ
。

ミ

£
。。

刈

。。
）

を

著
し、

こ

れ

は

く

ド

イ

ツ

人
の

家
庭
に

捧
げ

ら

れ

た

る

書
物
V

（

∪
Φ

ヨ

α
Φ

仁

房
07

 

コ

出
眇

ロ
ω

Φ

αq
Φ，

＝

α

ヰ

α

霧
く
o

島
 

αq
Φ
づ
O
Φ

ゆ
ロ
o
げ
）

と

序
文
に

記
し

た

如
く

、

ド

イ

ツ

で

も
一

般
讀

者
が

文
學
史
書
を

讀
む

樣
に

な

つ

た

お

そ

ら

く

最
初
の

例
で

あ

つ

た。

こ

の

書
は

十

年
足

ら

ず
の

間
に

二

十

版
を

重

版
す

る

賣
行
き

を

見
せ

た
。

　

學
問
的
に

は

テ

ー

ヌ

の

業
績
が

決
定
的
に

重
要
だ

つ

た
。

そ

の

序
文
は

獨

立

し

た

文
學
史
論
と

し

て

尊
重

さ

れ、

わ

が

國
で

も

『

文
學
史
の

方
法
』

と

の

題

名

で

瀬
沼

茂
樹
譯
の

岩
波
文
庫
本
が

昭
和
七

年
に

出
た
。

尤
も

學
問
的

影
響
は

既
に

明

治
中
期

に

始
ま
つ

て

を

り、

明
治
二

十
三

年
五

月
「

女

學
雑
誌
」

第
二

百
十
一

號
の

紙
上

で

北
村
透
谷

が

「

文
學
史
の

第
一

着
は

出
で

た

り
」

と

の

標
題

を

掲
げ

て、

前
月

に

金

港
堂
か

ら

出
版
さ

れ

た

關
根
正

直
著
『

小
説
史
稿
』

へ

の

熱
烈
な

讃
辭
を

捧
げ

た

時、

透

谷
は

テ

ー

ヌ

の

『

英
文
學
史
』

序
文
を

下

敷
に

し

て

語
つ

て

ゐ

た
。

　
〈

へ
お

畊
洲

の

歴

史
は、

文
學

史
の

討

究
に

よ

り

て

局

面
を
一

變
せ

ん

と

す。

…

…
〉

と

い

ふ

本
文
の

書
き

出
し

は

テ

ー

ヌ

の

「

序
文
」

を

そ
の

ま

ま

書
き

冩
し

た

も

の

だ
つ

た

し
、

〈

…

…

而
し

て

眞
に

日

本
な

る
一

國
を

形
成
す

る

原
質
を

詳
か

に

す

る

者
は

稀
れ

な

り、

其
人

民
の

性
情
を

窺
は

ん

と

欲
す
が

如
き

は、

絶、
凡

て

あ

ら

ず、

此
に

於
い

て

余
が

文
學
史
を

望
む

の

情
一

倍
し

て

來
る

…

…
〉

と

結
論
す
る

時、

そ

の

〈

一

國
を

形
成
す
る

原
質
〉

も

〈

人

民

の

性
情
〉

も、

要
す

る

に

テ

ー

ヌ

の

語

彙
な

の

で

あ

る
。

よ

く

あ

る

事
例
だ

が、

透
谷
も

あ

ま

り

重

要
で

な

い

胝
絡
で

は

〈

テ

イ
ン

氏
言
へ

る

あ

り
〉

と
、

そ

れ

が

テ

ー

ヌ

か

ら

の

引

用
で

あ

る

こ

と

を

こ

と

わ

つ

て

ゐ

る

の

だ

が、

字
眼
に

當
る

重
要
な
語
彙
に

就
い

て

は

テ

ー

ヌ

の

名
を

伏
せ

た

ま

ま

で

使
つ

て

ゐ

る。

　

透

谷
の

書
評
よ

り

五

箇
月
ほ

ど

遲
れ

て、

同
じ

明

治
二

十

三

年
の

十
月
に
、

三

上

參
次

二
咼

津
鍬
三

郎
共
著
の

『

日

本
文
學
史
』

（

上

卷、

十
一

月
に

下

卷
）

が

刊
行55
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明

星
大

学

研
究
紀
要
【

日

本

文

化
学

部

二、
口

語
文

化

学
科
】

第
七

霧

　一
九
九

九
年

に

な

る

が
、

そ
の

「

總
払

酬
−

第
四

節
「

國
文

學
一
14
臨

テ

ー

ヌ

の

序
文
の

最
後
の

第
八

節
を

租
述
し

た

も

の

で

あ

る
。

　

明

治

の

學
界
へ

の

影
響
の

こ

と

は

獨
立

の

章

を

立

て

論
ず
る

に

値
す

る

事
項
で

あ

る

か

ら

本
稿
で

は

敢
へ

て

省
略
す

る
。

そ

れ

は

そ

れ

と

し

て
、

テ

ー

ヌ

の

『

英
文
學

史
』

述
作
が

企

て

た

の

は
、

ぴ

と

リ

イ

ギ

リ

ス

文
學
の

歴

史
に

對
す

る

把
握
で

あ

る

よ

り

も
、

　．

つ

の

國
民

交
學
史
觀
の

定、
从

で

あ

つ

た
。

こ

れ

は

十
九
瞳
紀
に

於
け

る

一

般
的
な

閾

民

主

義
勃
興
の

時
代
思

潮
と

密
接
な

關
係
が

あ

る
。

こ

の

一

般
的
風

潮

あ

る

故
に

テ

…

ヌ

の

方
法

論
は

廣
く

歡
迎

さ

れ

た

の

で

あ

り、

翻
つ

て

言
へ

ば、

批

許
家
テ

ー

ヌ

を

促
し

て

園

民

文

學
史
觀
を

案
出
せ

し

め

た

の

が

又
こ

の

時
代
思

潮
で

あ
つ

た
の

か

も

し

れ

な

い
。

更
に

テ

ー

ヌ

の

出
現

が

こ

の

風
潮
を

更
に

又

刺
激
す
る、

と
い

つ

た

相
互

作
用
は

當
然
考
へ

ら

れ

よ

う
。

　

國
際
政
治

の

大

世
界

に

於
け

る

國
民

主

義
の

滑
長

を

少

し

く

顧
み

る

に
、

抑
ぐ

十

九
世

紀
と

い

ふ

時
代
の

示
し

て

ゐ

る

最
も

重
要

な

歴
更
的
版
絡
こ

そ
、

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

と

し

て

の

國

民

主

義
が

現
實
の

體
制
の

上

に

實
現
し

成
就
し

て

ゆ

く

過
程
で

あ
つ

た

と皿…．
己

つ

て

よ

い

く

ら

ゐ

で

あ

り、

更
に

は

又、

こ

の

過
程
を

大

な

り

小
な

り

經
驗

し

た

國

民

の

み

が
、

こ

の

世

紀
の

世
界

史
に

參
劃
し

た

と

言

ひ

得
る

資
格
を

有
す

る

の

だ、

と
い

つ

た

考
察
も

可

能
な

の

で

は

な
い

か

と

慰
は

れ

る
。

　

以

下、

兀

來
は

脚
注
で

觸
れ

れ

ば

よ

い

程
の

こ

と

な

の

だ

が
、

後
の

章
で

の

徳
川

時
代
日

本
歴

史

の

編
年
記
的
位

相
測
定
の

目

安
の

た

め

に

も、

敢
へ

て

極
く

粗
略
な

年
代「
記
的
概
観
を

試
み

て

み

よ

う
。

　
一

八

二

二

年
に

ギ

リ

シ

ァ

に

於
い

て

前
年
か

ら

始
ま
つ

て

ゐ

た

ト

ル

コ

か

ら

の

獨

立

運

動
が

本
格
化

し

獨
立

宣
言
を

出
す

に

至

る

の

だ

が
、

た

め

に

ト

ル

コ

と

の

問
に

戰
爭
が

生

じ、

悪
戰
苦
鬪
の

宋
、

英
佛
露
二

躑
の

支
援
を

得
て

漸
く
一

八

二

九

年
に

ト

ル

コ

を

し

て

ギ

リ

シ

ァ

の

獨
立

を

承
認

ぜ

し

め

る
。

ギ

リ

シ

ァ

支

援
の

義
勇

軍

に

參

加
し

た

詩
人
バ

イ
ロ

ン

が

ミ

ソ

ロ

ン

ギ

で

戰
死

し

た

の

は
一

八

二

四

年
で

あ

る、り

56

　

ボ、
ワ

シ

。

獨
立

戰
爭
と

前
後
し

ザ
、

三
ア

ン

・

ア

メ

リ

カ

諸
國
に

獨
立

運

動

相
次
い

で

起
り、

　一

八
．

一

年
の

ヴ
．一

ネ
ズ

エ

ラ
、

パ

ラ

グ

ワ

イ、

エ

ク

ア

ド

ル

の

獨

立

を

端
緒
と

し
、

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

、

チ

リ
．

ペ

ル

ー、

メ

キ

シ

・

、

ボ

リ

ヴ

・

ア

と

續
き、

一

八

二

五

年

に

は

ブ

ラ

ジ

ル

の

獨
立

が

ポ

ル

ト

ガ

ル

か

ら

承

認

さ

れ

る
。

か

う
し

て

ほ

ぼ

現

在
の

南
米
諸
國
の

状
況

が

定
ま

る
。

　
一

八

三

〇
年
に

は

フ

ラ

ン

ス

七

月
革

命
が

ベ

ル

ギ

ー

に

波
及

し、

ブ

リ

ュ

ッ

セ

ル

で

革
命
が

起
る

。

二

月
に

英

佛
露．
二

國

が

ロ

ン

ド

ン

で

會
議
を

開
き、

ギ

リ

シ

ァ

の

獨、
肱

を

最
終
的
に

承
認
し

た

こ

と

が

刺
激
に

な

つ

た

こ

と

も

あ

ら

う、

＋
月
に

は
ベ

ル

ポ，
1
が

獨
立

宣
言
を

發
し、

翌

年
レ

オ

ポ
ル

ト
一

世
が

國

王

と

し

て

部

位
す
る
。

　

少
し

間
を

置
い

て
一

八

六

〇

年
に

は

イ

タ

リ

ア

が

從

來
の

オ

ー

ス

ト

リ

ア

の

支
配

か

ら

自

ら

を

解
放
し

て

國
民
國
家
を

形

成
す
べ

く、

統
】

戰
爭

を

開
始
す

る。

サ

ル

ヂ
ニ

ア

王

家
の

統
峯
の

下
に

翌

年
領
邦
國
家
分

立

状
態
に

あ

つ

た

イ

タ

リ

ア

を

統
一
、

サ

ル

ヂ

ニ

ア

土

ヴ
ィ

ッ

ト

リ

オ
・

エ

マ

ヌ

エ

ル

ニ

世
が

イ

タ

リ

ア

國

土

と

し

て

即
位、

イ

タ

リ

ア

王

國

が

成
立

す

る
。

　
｝

八

六

五

年
に

は

シ

ュ

レ

ス

ヴ
ィ

ヒ

・

ホ

ル

シ

ュ

タ

イ

ン

戰
爭
の

結

果、

デ

ン

マ

ー

ク

は
ユ

、，
ラ

ン

ド

宇
島
南
部
の

支
配

か

ら

手
を

引
い

て、

ド

イ

ツ

人
の

⊥

地

は

ド

イ

ツ

人
の

白
治
に

委
ね

る、

と
い

ふ

國

民

室

義

的
イ

デ

オ

ロ

ギ
ー

が

現
實
化
す
る

。

　
一

八

六

六

年
に

プ

ロ

イ

セ

ン

と

オ

ー

ス

ト

リ

ア

と

の

問

に

謂
は

ば

同
族
間
の

戰

爭

が

生

じ、

ビ

ス

マ

ル

ク

の

提
唱
す

る

小

ド

イ

ツ

土

義
が

勝
利

を

占
め、

こ

れ

に

よ

リ

オ

ー

ス

ト

リ

ア

を

除
い

た

ド

イ

ツ

連
邦
の

統
一

と
い

ふ

方
針
が

現
實
化

し、
」

八

七

〇
年

の

濟
佛
戰
爭
に

於
け

る

プ

ロ

イ

セ

ン

の

勝
利
を

以

て

ド

イ

ツ

統
 

が

完
成

し、

ド

イ

ツ

帝
國
が

成
立

す

る
。

　

西

欧

の

中

心

部
に

位
置

す

る

ド

イ

ツ

が

多
年
の

封
建

的

割
鱇
歌
態
を

克
服
し

て

統

｝

國
民

國
家
を

形

威
し

得

た
こ

と

は、

イ

デ

オ
ロ

ギ

ー

と

し

て

の

闘
民

主

義

の

實
踐

面

で

の

目

標
達

威
で

あ

り、

こ

れ

は

國

民

空

義
こ

そ

が

近

代

世

界
の

構
造
の

政

治
思
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想
的
土

臺
を

成
す
こ

と
の

立

證
と

も

い

ふ
べ

き

事
件
だ

つ

た
。

　

同
じ

時
期
に

極
東
の

日

本
が

王

政
復
古

と

い

ふ

形
を

以

て

イ

タ

リ

ア
、

ド

イ

ツ

と

同

樣
に

領
邦
諸

侯
の

封
建
的
割
據
状
態
を

克
服
し、

所
謂
明

治
維
新
を

成
就
し

た
ア）

と

は、

世

界
史
的
に

見
れ

ば
、

や

は

り

國
民
主
義
イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

の

現
實
化
で

あ
つ

て、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

於
け

る

そ

れ

と

の

同
時
竝

行
現
象
と

看
做
す
の

が

適
當
で

あ

る
。

さ

う
と

す
れ

ば、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

於
け

る

國
民

圭

義
の

風

潮
が

文
學
史
と
い

ふ

學
問

の

成
立

と

或
る

種
の

相
關
關
係
に

立

つ

て

ゐ

た、

そ

れ

と

似
た

樣
な

現
象
が

日

本
の

政
治
の

世

界
と

精
神
と

の

間
に

も

生

じ

て

ゐ

た

の

で

は

な

か
つ

た

か、

と

い

ふ

假
読

的
推
測
は

當
然
あ

り

得
る

し
、

又
期
待
さ

れ

て

然
る
べ

き

で

あ

ら

う
。

で

は

そ

れ

は

現
實
に

ど

の

樣
な

現
象
で

あ
つ

た
か

。

　

こ

こ

で

テ

ー

ヌ

の

『

英
文
學
史
』

「

序
文
」

に

も

ど

ら

う
。

そ

れ

は

以
下
の

如
く

に

書
き

出
さ

れ

て

ゐ

る
。

　

　
〈

歴
史
學
は

變
貌
を

途
げ
た。

ド

イ

ツ

で

は

此
百

年
ほ

ど

の

間
に、

フ

ラ

ン

ス

　

　

で

は

此

六

十

年
ほ

ど

の

問
に

。

そ

し

て

そ

れ

は

そ

れ

ぞ

れ

の

文
學
を

研
究
す

る

　

　

こ

と

に

よ
つ

て

で

あ

つ

た
V

　

こ

の

文
の

圭

語
は

原
文
で

は

た

だ

置
20
『

団

で

あ

る

が、

こ

れ

は

「

歴
史
」

で

は

な

く

て

「

歴

史
學
」

と

譯
す
べ

き

も

の

で

あ

る
。

同

樣
に

〈

そ

れ

ぞ

れ

の

文

學
＞

9
 

ぼ

葺
Φ

蕁
巳
器
ω

は
一

應
「

文
學
」

と

譯
す

よ

り

他
な
い

詞

だ

が
、

そ

れ

が

指
し

て

ゐ

る

の

は

單
に

個
々

の

文
藝
作
品

で

あ

る

の

み

な

ら

ず
、

お

よ

そ

文
書
を

以

て

記

録
さ

れ

た

る

も
の

の

全

て、

即
ち
む

し

ろ

文
獻
と

譯
し

て

も

よ
い

樣
な

廣
が

り

を

持

つ

概
念
と

解
す
べ

き

で

あ

ら

う
。

と

は

言
へ

、

著
者
テ
ー

ヌ

は

も

ち
ろ

ん

普
通
の

意

味
で

の

文
藝
作
品
の

研
究
に

就
い

て

見

て

も、

そ

れ

が

歴

史
學
の

變
貌
を

促
す

契
機

に

な
つ

た

こ

と

を

十
分
認

め

て

ゐ

る

の

で

あ

り
、

そ

れ

は

次

に

續
く
一

節
の

文

章
内

容
か

ら

明

ら

か

で

あ

る。

　

　

〈

文
學
作
品

は

單
な

る

個
人
の

想
像
力

の

遊
び

で

は

な

い
。

昂
奮
し

た

頭
腦
の

世

界
史
に

於
け

る

水
戸
學

小

堀

桂
　
郎

　
　
ひ

と

り

ぽ

つ

ち
の

氣
紛
れ

と

い

つ

た

も

の

で

も

な
い

。

そ

れ

は

同

時
代
の

習

俗

　
　
の

反
映
で

あ

り
、

或
る

種
の

思
想
の

表
白
な

の

だ

と
い

ふ

こ

と

が

わ

か

つ

て

き

　
　
た
。

我
々

は

文
學
遺
産
を

通
じ
て
、

人
々

が

過
去
何
世

紀
に

も

亙
つ

て

考
へ

、

　
　

感
じ

て

き

た、

そ

の

や

り

方
に

つ

い

て

の

知
識
を

獲
得

で

き

る

だ

ら

う

と
い

ふ

　
　

結
論
に

な
つ

た
。

そ

こ

で

そ

の

試

み

を

途

行
し、

そ

れ

は

成
功
し

た
の

だ
〉

　
茲
に

一

種
の

習
俗
の

歴

史
及

び

思

想
の

歴

史
と

し

て

の

文
學
史、

と

い

つ

た

方

法

的
概
念
が

把
握
さ

れ、

實
用
化
し

て

成
功
し

得
る

も

の

と

し

て

推
奬
さ

れ

て

ゐ

る

わ

け
で

あ

る
。

　
　
〈

こ

れ

ら

の

感
情
・

思

考
の

意

匠
に

つ

い

て

熟
慮
を

重
ね

た

上

で、

人
々

は
こ

　
　

れ

ら

こ

そ

實
は

最
高
級
の

價
値
を

有
す

る

資
料
で

あ

る

と

剣
斷
し

た
。

こ

れ

ら

　
　

の

資
料
は

極
め

て

重

要
な

諸
事
件
に

關
係
が

あ

り、

そ

の

諸
事
件
を

説
明

し、

　
　

父

そ

れ

ら

に

よ

つ

て

説
明

さ

れ

て

も

ゐ

る
。

從
つ

て

こ

れ

ら
の

資
料
に

は

歴

史

　
　

學
上
一

つ

の

位
置

付
け

を、

そ

れ

も

最
も

重

要
な

位
置
を

與
へ

る
ア｝
と

が

必

要

　
　

だ

と

認
識
し

た

の

だ
。

該
資
料
は

然
る

べ

き

位
置

付
け

を

受
け

た。

そ

し
て

そ

　
　

の

瞬
間
か

ら、

歴
史
學
に

は

或
る

根
本
的

な

變
化
が

生

じ

た
。

そ
の

題
材
に

於

　
　

い

て、

そ

の

體
系
に

於
い

て、

機
構
や

法
則
と

原
因
の

評
價
に

於
い

て

變
化
が

　
　

生

じ

た
。

我
々

が

茲
に

開
示
す
べ

く

努
め

ん

と

す

る

の

は

こ ．
の

變
化、

そ

の

あ

　
　

る

が

ま

ま
の
、

及

び

そ

の

あ

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

形
に

於
い

て

の

變
化
そ

れ

自
體
で

　
　

あ

る
〉

　

以

上

が

「

序
文
」

の

そ

の

又
前
書
に

當
る

部
分
で

あ

る。

本

論
に

入
つ

た

と
二

ろ

で
、

テ
ー

ヌ

は

歴

史
學
の

題

材
と

な

る

記
録
11

文
獻
と
い

ふ

も

の

に

こ

も

る

精
神
的

意
味
の

積
極
性
を

指
摘
し、

我
々

が

研
究
す
べ

き

は

ま

さ

に

そ

の

人
問

精
紳
の

閲

歴

で

あ

る

こ

と

を

強
調

し、

や

が

て、

か

の

高
名
な

三

種
の

〈

本

源
的
原
動
力
〉

、

帥

ち

人

種、

環
境

、

時
代
が

文
學
制
作
の

決
定
的
契
機
と

し

て

果
す
役
割
に

つ

い

て

議

論
を

展
開
す
る

。

57

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

明
星

大り
筝

研
究
紀
要
【

日

本
文
化

学
部
・
言
語

文

化
学
科
】

第
七

弓

　一
九

九

九
年

　
　
71
ー

ヌ

の

究
極

の

研

究
目
裡…
は、

彼
白
目

身り
の

甎
叩

彙
を

以

て、、
自

へ

ば

人
悶

网

の

ハ

本
源

的
精
騨
状
態
〉

（
勲

舞

鬱
o
目

巴

亀
σ

導
Φ
コ

詳回
粛｝
）

な

の

だ

が
、

そ

れ

を

創
り

出

す
た

め

の

決
定
的
役
割
を

果
す

契
機
と

し

て

作
用

す

る

の

が
、

人

種、

環
境、

時
代
で

あ

る、

と

い

ふ

の

を

聞
け

ば

そ

の

△

本
源
的
精
榊
耿
態
〉

と

は

實
は

「

國
民

精
神
」

に

他
な

ら

ぬ

こ

と

論
理

の

必

然
で

あ

ら

う。
A

本
源
的
V

と

は．．
自

つ

て

も

後
世
の

ユ

ン

グ

の

學
派
が

唱
へ

た

如
き

原
型
的
乃

至

神冖
話
的
脈
絡
で

の

本
源
的

状
態
が

想
定

さ

れ

て

ゐ

る

わ

け

で

は

な
い
。

　

文
學
研
究
の

究
極
の

月

標
が

即
ち
國

民

精
神
の

研
究
で

あ

る

と

い

ふ

の

な

ら

ば、

そ
の

材
料
と

し

て

の

文
學
は

國
民

文
娯
と

で

も

呼
ぶ
べ

き

性
格
の

も
の

で

あ

る

こ

と

が

議
論
の

前
提
で

あ

ら

う
。

と

い

ふ

こ

と

は
、

換．．＝
冂

す

れ

ば、

テ

ー

ヌ

は

十

九
世

紀

中
葉
の

歐

洲
に

於
け

る

歴
史
研

究
の

飛
躍
的
發
展

は

文
學
研

究
を

通
じ

て

爲
さ

れ

た

の

だ、

と
の

到
斷
を

提
出
す

る

こ

と

に

よ

つ

て、

同
時
に、
　…

國
の

文
學
と

は

即
ち

國
民

精
紳
の

體
系
的
表
現
で

あ

る
、

と
の

テ

ー

ゼ

を

立

て

た

こ

と

に

も

な

る

わ

け

で

あ．
る

。

　
　

　

＊

　

　
　

　
＊

　
　

　

　
＊

　
も

う
一

度、

テ

ー

ヌ

が
…

八

六

四

年

に

△

歴
史
學
は

變
貌
を

遂
げ

た。

ド

イ

ツ

で

は

此

百

年
ほ

ど
の

間
に
〉

と

書
い

た

と
こ

ろ

に

立

ち

戻
つ

て

み

よ

う。

こ

の

時
テ

ー

ヌ

の

念
頭
に

在
つ

た

ド

イ

ツ

人

の

業
績
と

は

具

體
的
に

は

ヘ

ル

ダ

ー

Co
＝
鋤
コ

p

O
黛
窪
「

6q

＝
Φ

議
○

戸

q
匿
1一
Q。
O

ω
）

の

そ

れ

で

あ
つ

た
。

テ

ー

ヌ

よ

り

ほ

ぼ

百

年
前、

コ

ド

イ

ツ

人

の

技

藝
と

美

術
に

つ

ど
し

』

（

ぎ
§
ミ

§
ミ

嚢
§
織

聖

更

ヨ
・。・
）

譲
謠
に

表
れ

た

諸
民

族
の

聲
』

（

逵

§
§

§
§

§

§
ト

ミ
§圃

霜
団

゜。

幽
O「）

を

著
す
こ

と

に

よ

つ

て

ヘ

ル

ダ
〜

が

民
族
精
紳
の

表
現

と

し

て

の

民

謠

の

重
要
性
を

説
い

た

の

は

重

要
な

文
學
史
的
事
件
だ
つ

た。
　
ヘ

ル

ダ

ー

は

民

謠
と

い

ふ

も

の

に

二

十
世
紀
後
半
の

凵

本
の

民

話
研

究
者
達
が

企
て

た

樣
な

不

粹
な

イ

デ

オ

ロ

ギ
r

的
意

味
付
け

を

試
み

た

わ

け
で

は

な
い

。

着
實
な

ド

イ

ツ

文

獻
學
の

學
問
的

58

傳
統
に

添
つ

て

民

族
歌
謠
な

る

も
の

の

正

確
な

姿
を

刻
み

上

げ

よ

う
と

し

た
・

そ

の

基

底
に

は
、

民

族
と

は
【

箇
の

言

語

共
同

騰
で

あ

る、

共

同
體
の

構
造
を

示

し

て

ゐ

る

最亠
n

回

の

指
標
が

言

語
な

の

だ、

と
の

信
條
が

あ

つ

た
。

そ

し

て

彼
に

は

匿

に

「

風

土
」

の

意

味
へ

の

着
目

も

あ
つ

た
。

文
化
の

樣

式
が

風

土

に

左

右

さ

れ

る

如
く、

人

間
の

想
像
カ
メ
b

亦
風
土

に

帥
し

た

表
象
や

概
念
を

材
料
と

し

て

働
く

。

と

す
れ

ば

諸

民
族
の

保
持
す
ろ

固
有
の

紳
話
や

簿
説
も、

風
土

に

則
つ

た

樣
式
や

形

態

を

那

す、

と

考
へ

た
。

　

十
八

世
紀
の

後
傘
部
分

を

生

き

た
ヘ

ル

ダ
ー

と

い

ふ

人

の

事
蹟
は、

謂
は

ば

ド

イ

ツ

の

閣

學
の

樹
立

の

先
驅
を

な

し

た

と

い

ふ

意
味
で、

我
が

本

居

宣

長

貧

認
O

−

尸
゜。

2
）

の

位
置
と

相
似
た

と
こ

ろ
に

あ

る
。

そ

の

牛

涯
も

ほ

と

ん

ど

重
な

り

合
ふ

と

い

ふ

ほ

ど

に

近
い
。

占

凹一
長

の

生

涯
を

敢
へ

て
一

首
の

歌
に

凝
縮
す

る

と

す

れ

ば、

詩

ふ

ま

で

も

な

く

＜

敷
島
の

大
和
心

を

人

問
は

ば

朝
日

に

匂
ふ

山

櫻

花
〉

で、

帥
ち

大

．
利

心

」

國

民
精
紳
へ

の

問
ひ

か

け

が

彼
の

生

涯
の

課
題

だ
つ

た
。

　

ド

イ

ツ

に

於
い

て

文
獻
學
と

い

ふ

學
問

が

宣
長
の

場
合
の

樣
に

國
民

性
の

研
究
と

い

つ

た

目

的
意
識
を

よ

り

明

瞭
に

懐
く

様
に

な

つ

た
の

は

ヴ

ィ

ル

ヘ

ル

ム

・
フ

ン

ボ

ル

ト

（

≦
簟
ゴ

臓
日

コ
ニ

ヨ
ぴ

O

界

黠
 

→

山
o 。

ω
研）

の

出

現
に

よ
つ

て

で

あ

ら

う。

彼
は

文
獻
學
と

は

即
ち

國

民
性
の

科
學
で

あ

る、

と

の

主

張
を

打
ち

出
し

た
。

彼

の

業
績

を

通

じ

て、

文
獻
學
（

℃

ゴ
＝

99

仁
o
）

と

は

民

族
の

自

己

表

現
の

諸

形
式
の

う
ち

、

一
三

口

語

（

ω

O

茜
o

冨
）

と

文

書
（
 

障

霞
卑

霞゚

こ

の

場
ム
冂

文
獻
と

も

譯
す
）

を

素
材
と

し

て
、

　一

民

族
な

り
一

文
化
圏
内
の

諸

民
族
な

り

の

獨

自
の

姿
を

認

識
す

る

二

と
が

そ

の

課

題
で

あ

る、

と

の

了

解
が

成
立

し

た。・

　
尸｝
れ

以

降、
　…

の

方
法

と

し

て

の

文
獻
學
は

釜
々

精
緻
を

極

め

た
一

科
の

學

と

し

て
、

印
ち
交

字
通

り

「

科
學
」

と

し

て

の

存
在
を

圭
張
す

る

様
に

な

る
。

べ

ー

ク

（

〉尸
菠
O
°り叶
じご
0、
犀

厂

嵩
○。

鋤

亠
G。

α

刈
）

は

文
獻
學
の

理

念

を

全

民

族
の

あ

ら

ゆ

る

文

化

曲
所
産

の

再
構
成
〉

で

あ

る

と

し、

著
名
な

方

法
的
宣
雷

と

し

て

α

霧
醪

ぎ
鬘
魯
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O
 

ω

国

葺
鋤
コ

葺
Φ

コ

な

る

標
語
を

唱
へ

出
し
た
。

こ

れ

は

過
去
に

於
い

て

既
に

認
識

さ

れ

て

ゐ

た

事
物
を

今
新
た

に

認

識
す
る、

と

い

ふ

樣
な

意
味
で、

一

言
で

言
へ

ば
、

過
去
の

生

の

再
現
が

文
獻
學
の

使
命
だ、

と
い

つ

た

心

で

あ
る
。

尤
も、

そ

れ

な

ら

ば

そ

れ

は

お

よ

そ

歴
史
の

學
そ

の

も

の

の

基
礎
的
前
提
で

も

あ

る

と

言
へ

る

だ

ら
う。

し

か

し

そ

の

後
に

ヘ

ル

マ

ン

・
パ

ウ

ル

（

＝
o
「

日
帥

コ
コ

勹
四

巳”
一

゜。

ま
声
露
一

）

が
、

べ

ー

ク

の

前
提
を

踏
ま
へ

な

が

ら、

文

獻
學
と

は
一

國
民

の

〈

言
語
遺
産
〉

（

Qり
℃
『

po7

−

O
Φ

コ
冒

日
睦

興）

の

研

究
で

あ

り、

こ

れ

を

通
し

て

の

國
民

性
の

研
究
な

の

だ、

と

定
義
し
た
こ

と

に

よ

り、

大
凡

に

於
い

て

近

代
に

於
け

る

文
獻
學
の

守
備
範
圍

が

確

定
さ

れ

た

の

だ

と

言
つ

て

よ

い

だ

ら

う。

　

か

う

し

た

文
獻
學
の

傳
統
が

あ

る

故
に、
　一

八

六

四

年
に

テ

ー

ヌ

が

そ

の

『

イ

ギ

リ

ス

文
學
史
』

を

世
に

問
う

た

時、

彼
の

眼
に

は
、

ド

イ

ツ

人

が

文
學
史
の

分
野

で

は

既
に

か

な

り

の

實
績
を

積
ん

で

ゐ

る

樣
に

映
り
、

少
く

と

も

國
民
性
の

研
究
と

し

て

の

文
學
史、

と

い

つ

た

觀
點
か

ら

は、

ド

イ

ツ

の

學
界
は

彼
に
一

歩
先
ん

じ

て

ゐ

る

樣
に

も

見

え

て

ゐ

た

如
く

で

あ

る
。

　

確
か

に、

既
に
一

八

三

五

年
か

ら

四

二

年
に

か

け

て、

ゲ

ル

ヴ
ィ

ヌ

ス

（

O
Φ

o

贔

OO

ヰ
h

ユ
 

O

Ω

奠
≦
口

磊
一

。゚

O
α

 
→

一

）

に

『

ド

イ

ツ

人

の

國
民

文

學
の

歴
史
』

（

O
箏

題
ミ
6

ミ
鳴

織

ミ
芍
o

ミ
蹄
6
討
鴨

毳

〉

ミ
職
o
壽
貸

§
鷺

§
ミ
『

織

ミ

b
鴨

ミ
鴇
｝
鳴

§
）

と

い

ふ

浩
瀚

な
著冖
述
が

あ

り、

又
一

八

五
⊥
ハ

年
に

は
、

ゲ

ー

デ

ッ

ケ

（

国
p
二

〇
〇
Φ

匹
 

貯
Φ

一
〇。

＝
1

10
。

刈

）

の

『

原
曲ハ
に

よ

る

ド

イ

ツ

文
藝
の

歴
史
概
要
』

（

O
ミ
壽
織

識
砺

軋

ミ
O
恥

象
ミ
q

ミ
鳴

職

ミ
織
恥

ミ

象
討

§
b
爵

ミ
匿
蕊
晦

9

婁
叙
鳴

謡

◎
窪
鳴

畿

§
藁
Q 。

 

？
伽

Φ
）

が

著
さ

れ

て

ゐ

た。

　

た

だ
こ

の

兩

書
は

い

か

に

も

文
獻
學
の

學
統
の

榮
え

た

國
の

そ

れ

に

ふ

さ

は

し
い
、

手
堅
い

書
誌
學
的
成
果
で

は

あ
つ

た

が、

テ

ー

ヌ

が

掲
げ

た

如
き

文
學
史
の

方
法
論

の

自
覺
に

據
つ

て

立

つ

た

と

言
へ

る

も

の

で

は

な
か

つ

た
。

ド

イ

ツ

の

學
問
の
一

つ

の

大

い

な

る

長
所
に

は

遶
ひ

な
い

徹
底
性
と

嚴
密
性
に

於
い

て、

そ

れ

は
フ

ラ

ン

ス

人

に
一

種
の

畏
怖
を

覺
え

し

め

る

體
の

も

の

で

は

あ

つ

た

か

も

し

れ

な
い

が、

文
學

世
界

史
に

於

け

る

水
戸

學

小
堀
桂
一
郎

史
と

い

ふ

學
問
の

領
域
一

般
の

觀
點
か

ら

し
て

到
底
テ

ー

ヌ

の

記
念
碑
杓
勞
作
の

如

き

影
響
力

は

持
ち

得
な

い

も

の

だ

つ

た
。

（

二
）

　
ド

イ

ツ

の

ヘ

ル

ダ

ー

と

我
が

本
居

宣

長
が、

相
互

の

生

涯

が

丁

度
重

な

り

合
ふ

ほ

ど

の

同
時
代
人
で、

且

つ

雙
方
と

も

國
民

性
の

學
と

し

て

の

文
獻
學
の

樹
立

者
と
い

ふ

榮
譽
を

擔
ふ

存
在
で

あ

る
こ

と

を

指
摘
し

た

が
、

も

う
一

つ
、

文

獻
學
に

關

し

て

不
思
議
と
い

ふ

べ

き
ほ

ど
の

同
時
代
的
符
合
現
象
が

あ

る
。

　
ド

イ

ツ

文
獻
學
發
祚
の

根
源
は

改
め

て

言
ふ

ま

で

も

な

く

古
代
言
語
學
で

あ

る
。

現
在
「

言
語

學
」

は

賦
コ
ひq9

°。

鉱
o

の

の

譯
語

と

受
取
ら

れ

て

ゐ

る

場
合
が

多
い

が、

過
去
に

於
い

て

は

（

何
年
ご

ろ

ま

で

と

年
數
を

區
切
つ

て

示

す
こ

と

は

難
し

い

が
）

〇

三一
〇

δ
σq
鴫

を

「

言
語
學
」

と

も

「

文

獻
學
」

と

も

譯
し

た
。

古

代
言

語
學
と

言
ふ

も

古
典
文
獻
學
と

言

ふ

も

所
詮
は

同

じ

學
問
を

指
し、

そ
の

在

り

樣
を
一

語
で

言
へ

ば

ギ

リ
シ

ァ

語
と

ラ

テ
ン

語
の

文
法
學
的
研

究
で

あ

る
。

　
古
代
ギ

リ

シ

ァ

語
で

書
か

れ

た

文
獻
を

精
密
に

解
讀
し

て

古

代
研

究
そ

の

も
の

の

學
問
的
基
礎
付
け

と

し、

且

つ

一

科
の

學
と

し

て

體
系
化
す
る

試
み

は、

既
に
ヘ

レ

ニ

ズ

ム

時
代
に

ア

レ

ク

サ

ン

ド

レ

イ

ア

に

於
い

て

始
ま
つ

た
。

ア

レ

ク

サ

ン

ド

レ

イ

ア

的
状
況
と

は
、

自
ら

に

創
造
的
生

産
性
は

乏

し

い

が
、

前
代
の

盛
ん

な

學
問
的
．

藝
術
的
所
産
を

整
理
・

分
類
し

、

文
書
の

校
訂
・

注
釋
等
に

優
れ

た

業
績
を

擧
げ
て

み

せ

る
、

良
く

言
へ

ば

批
到
の

季
篩、

悪
く

言
へ

ば

亞

流
の

時
代
の

こ

と

で

あ

る

と

理

解
さ

れ

る

樣
に

な
つ

た
。

ア

レ

ク

サ

ン

ド

レ

イ

ア

の

流
れ

は

西
洋
中
世
一

千

五

百

年
を

貫
い

て

涸

れ

な

か

つ

た
。

文
藝
復
興
期
は

即
ち

古
典
古

代
の

復
興

期
で

あ

り、

古
典
文
獻
學
は

見
事
に

そ

の

生

命
の

息

吹
き

を

復
活
さ

せ

た。

復
活
し

た

生

命
力

が

更
に

又

成
長
し

充
實
し

て

ゆ

く

に

つ

れ

て
、

そ

の

活
動
範
圍
も

幅
が

廣
が
つ

た
。
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明
星

大
学
燐

究
紀

要

〔
日

本
文

化
学
部
・
言

語

文

化
学
科
】

第
七

号
　．
九
九
九
年

ち

吉
代
學
と

し

て

の

文
獻
學
の

方
法
を

中
世
・

近

世
の

民

族
的

盲

語

で

記

さ

れ

た

文

獻
に

對
し

て

適
用
し

て

み

よ

う

と

の

試
み

が

爲
さ

れ

る

樣

に

な
つ

た

の

も

白
然
の

勢

で

あ

る
。

　

但

し

こ

の

樣
な

試
み

が

具

體
的
に

威
果
を

擧
げ

る

ま

で

に

は

か

な

り

の

年

數
の

經

過
を

必

要

と

し

た
。

そ

れ

が

最
も

早
く

現
れ

た

ド

イ

ツ

に

於
い

て

す

ら、

既
に

文
藝

復
興

期
の

名

の

ド
に

理

解
さ

れ

る

時
代
は

過
ぎ

て、

所
謂
バ

ロ

ッ

ク

時
代
に

入
つ

て

ゐ

る
。

即
ち
ハ

ウ

ス

デ
ル

フ

ァ

ー

の

「

ゲ

ル

マ

ン

文

獻
學
試
論
』

（
霑

瞿
ω

ロ
O

焦
Φ

口

Gっ

も
鴨

亀
ミ
偽

薦

、
討

禽
o
丶

o
西

謎
鳴

O
鳴

謹
食

壽

遣
魯

一

〇

犇

e

が

申
円

て
、

古

代
文
獻
解仙
讃

の

作
業｛

を

通
じ

て

古
典

占
代
の

民

俗
、

習
慣、

思

考
形
態
等
の

解
明
の

手
懸
り

を

得
た、

そ

の

同
じ

方
法
を

古
代

ゲ

ル

マ

ン

人
の

古

文
書
に

適

用
し

て

成
果
を

擧
げ
得
る

こ

と

を

、
蹴

證
し

た

の

は、

ド

イ

ツ

で

の

三

十
年
戰
爭
が

終
り

に

近
づ

い

た

頃
の

こ

と

で

あ

る
。

二

れ

は

我

國
で

言
へ

ば

正

保．
「

年、

古
學
の

學
統
を

開
く
こ

と

に

な

る

伊
藤
仁
齋
が

二

十

歳
で
、

徐
う

に

學

問
に

眼
ざ

め

つ

つ

あ

る

頃、

そ

し

て

國
學
の

鼻
租
た

る

契
沖

の

少

年
時
代
に

當
つ

て

ゐ

る
。

　
租
排

薩脚
仁
齋
は

儒
學
の
蜥

唄

域
で、

契
沖u
は

國
凰
ず

の

領
域
で
、

文
獻馴
の

本
文
に

密
着…
し、

ひ

た

す

ら

字
義
．

語
義
を

闡
明

す

る

こ

と

で

古
代
入
の

心

を

了
解
す
る
こ

と

が

出
來

る

と

の

信
條
を

立

て、

か

つ

方
法・、
」

し

て

そ

こ

に

徹
底
し

た

學
者
で

あ

る．、

仁
齋
は

十
二

世

紀

末
葉
以

來
既
に

四

百
五

十
年
の

傳
統
と

な

つ

て

ゐ

る

朱
壬
學
の

立

場
か

ら

の

『

論
語
』

『

孟

子
』

解
釋
を

原
意
の

歪

曲
と

し

て

斥
け、

専
ら

本
文
の

字
義
に

帥

し

て

の

自
前
の

解
釋
を

敢
然
と

樹
立

す

る
。

『

語
孟
字
義
』

（

自
ら

は

主

著
『

論
語
』

『

孟

子
』

の

「

古
義
』

に

付
し

た

「

附
録
」

で

あ

る

と

述
べ

て

ゐ

る

が
）

な

る

土
著

の

題

名
を

見

た

だ

け

で

も

そ

の

志
の

在
處
は

讀
み

と

る

こ

と

が

で

き

る
。

　
契
沖冖
は

師
と

呼・
べ

る

ほ

ど

の

人
に

事
へ

た

經
驗
な

く、

ほ

ぼ

獨
學
と

い

ふ

べ

き

讀

書、
二

昧
を

通

じ

て

『

萬
葉
代
匠
記
』

を

完
成

し

た
の

だ

と

言

は

れ

て

ゐ

る
。

．
兀

祿
六

年

（

一
」

ハ・
几一
二

年
）

に

は

國
語

學
吏
上

不

朽
の

金
字・
塔
た

る

『

和
宇
正

濫
抄
』

を

著

60

し

て

ゐ

る、

つ

ま

り

本
質
的
に

言
語
學
者
で

あ

る

彼
の

こ

と

で

あ

る

か

ら、

專
ら

言

葉
．

詞
，

字
の

古
代
に

於
け
る

用

法
の

解
明

を

通

じ

て

占

歌
に

籠
め

ら
れ

た

古

代
人

の

心

に

懦
入

せ

ん

と

す

る
。

仁
齋
の

命
名
に

倣
つ

て

言
へ

ば

『

代

匠

記
』

は

「

萬
葉

宀

子

義
一

な

の

で

あ・
る

。

　

大

阪
今

里

な

る

或
る

寺
の

佳
職
と

し

て

謂
は

ば

素
人
學

問
に

沒
頭

し

て

ゐ

た

契
沖

は、

京
都
堀
川
に

古
義

堂
を

營
ん

で

い

た

伊
藤
仁
齋
と

は
、

地
理

的
に

は

程
遠

か

ら

ぬ

位
置

に

居
た
。

年
齢
的
に

も、

例
へ

ば

契
沖
が

四

十
九
歳

で

『

萬
葉

代

匠

記
』

初

稿
本
を

完
威
し

た

元
祿
元
年
（

＝
ハ

八

八

年
）

に

仁

齋
は

六

卜
二

歳
で

あ
る

。

つ

ま

り

十
三

歳
年
長
の

同
時
代
人
だ
つ

た。

だ

が

契

沖
が

儒
學
者
と

し

て

の

仁
齋
か

ら

學

問
的
影
響
を

受
け

た

形
跡
は

な
い

し
、

又

そ
れ

は

な

い

と

見

る

方

が

自
然
で

あ
る
。

異

な

る

二

つ

の

學
問
分
野
で

互

ひ

の

連
絡
な

し

に、

極
め

て

よ

く

似

た

學
問
ト

の

思

想
が

芽
生

え
、

實
踐
的
方

法
と

し

て

成
熟
も

す

る

と

い

ふ

暗
合
の

現

象
は

別
段
不

思

議
な

こ

と

で

は

な

い
。

蓋
し

そ

こ

に

時
代
精
神
と
い

ふ

も
の

の

發
動
を

見

れ

ば

よ

い

か

ら

で

あ．
る

。

　
し

か

し
、

こ

こ

に

先

ほ

ど

ま

で

述
べ

て

き

た

ド

イ

ツ

文
獻
學
の

勃
興
と

い

ふ

現

象

を

竝
べ

て

眺
め
て

み

る

と、

こ

の

暗

合
は

や

は

り

不

思

議
と

い

ふ

よ

り

他

な

く

な

る
。

仁
齋
の

占
學
（

そ

し

て

荻
生

很
徠
の

古
文
辭
學
） 、

契
沖
（

や
が

て

眞

淵
・

宣

長
と

續
く）

の

國

學
と
、

海
を

距
て

た

大

陸
に

於
け

る

濡
朝
考

證

學
の

興

隆

と

を
・

時
代

精
稗
」

で

説

明
す

る

こ

と

は

ま

だ

し

も

可
能
だ

ら

う
。

だ
が

そ

れ

が

上

記
の

ハ

ウ

ス

デ
ル

フ

ァ

ー

に
ト

出

る

ド

イ

ツ

の

國
齦
†

の

濫
觴…
と

ほ

ぼ
一

世

代
ほ

ど

の

ず
れ

を

右
u

し

は

す

る

も
03

の

や

は

り

同
時
代
の

事
件
だ

つ

た

と
い

う

暗
合
に

直
面

す

る

時
は
、

も

う

「

時
代
精
沖
」

の

な

す
わ

ざ

と

で

は

説
明
で

き

な

い．、

距

離

的
に

離
れ

す

ぎ

て

ゐ

る

し
、

同
じ

時
代
の

室
氣
が

同
樣
の

現

象
の

搬

現
を

可

能
に

す
る

樣

な

繭

文
化
圈

和
彑

問
の

内
的
連
關

は

全

く

無
か

つ

た

か

ら

で

あ

る
。

　
　
　
＊

　
　
　
　

＊
　
　
　
　

＊
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相
互

間
の

内
的

迚
關
を

缺
い

て

ゐ

る

に

も

拘
ら
ず、

同

時
代
的
現

象
と

し

て

の

符

合
性
に

不

思
議
の

思
ひ

を

抑
へ

き

れ

な

い

の

が、

國
民
主
義
の

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

の

極

東
と

西

歐
に

於
け

る

同
時
發
生
の

状
況
で

あ

る
。

　
十
八

世
紀
か

ら

十

九
世
紀
前
孚
の

國
民

國
家
簇
立

の

時
期
に

か

け
て

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

は

先
づ

第
一

に

キ

リ

ス

ト

教
的
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

一

千

年
の

傳
統
を

信
ず
る

保
守
主

義
が

あ

つ

た
。

そ

れ

と

竝

ん

で

第
二

に

十
八

世

紀
の

末
（

フ

ラ

ン

ス

革
命
の

勃
發
と

偶
然
に

ほ

ぼ

時
を

同
じ

う

し

て
）

に

は

イ

ン

ド

に

つ

い

て

の

認
識
が

俄
か

に

發
生
し、

イ

ン

ド

及

び

そ

れ

の

延
長
と

し

て

東
ア

ジ

ア

に

對
す

る

ロ

マ

ン

圭

義
的

な

關
心

が

高

ま
つ

た。

も

と

は

と
い

へ

ば

植
民

地

經
營
と
い

ふ

實
際
上
の

必

要
か

ら

生
じ

た

イ

ギ

リ

ス

人
の

イ

ン

ド

研

究
が

發
端
だ

つ

た
の

だ

が、

植
民
地
と

縁
の

な

い

ド

イ

ツ

入

が

こ

の

發
見
に

學
問
的

次
元

の

興
味
か

ら

介
入

し、

受
繼
い

で

展

開
さ

せ、

正

に

ド

イ

ツ
・

ロ

マ

ン

圭

義
の

流
れ

の

中
に

こ

れ

を

卷
き

こ

ん

で

イ

ン

ド
へ

の

憧
れ

を

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の
一

種
の

流
行
と

し

た
。

こ

の

「

憧
れ
」

に

は

エ

ク

ゾ

チ

シ

ズ

ム

の

み

な

ら

ず、

比
較
言
語

學
か

ら

の

寄
與
に

便
乘
し

た、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

文
化
の

源
流
と

し

て

の

イ

ン

ド

文
化、

と

い

つ

た

源
泉
溯
上

志
向
も

働
い

て

ゐ

た。

　

第
三

の

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

が

國
民

圭

義
だ

つ

た
。

文
獻
學
者
逹
が、

古
典
文
獻
學
の

方
法
を

活
用
し

て

自
民

族
の

〈

本
源
的
精
神
状
態
〉

を

明

ら

か

に

し

よ

う

と

の

努
力

を

開
始
し

た

時、

彼
等
は

そ

れ

が

將
來
何
ら

か

の

政
治
韵
意
味
を

持
つ

樣
に

な

ら

う

と

は

お

そ

ら

く

は

認

識
し

て

ゐ

な

か

つ

た
。

つ

ま

り

自
分

逹
の

研
究
作
業
が

將
來
に

於
け

る

國
民

圭

義
の

形
成
の

た

め
の

基
礎
工

事
に

な

る

だ

ら
う

と

い

ふ

樣
な

意
識
を

持
た

な
か

つ

た
。

そ

の

こ

と

の

「

意
識
化
」

の

作
業
は
、

彼
等
文
獻
學
者
逹
が

遠
ざ

け

て

ゐ

た

哲
學
者
逹
の

領
分
の

こ

と

だ

つ

た
。

　

哲
學
者
は

機
を

見
る

に

敏
な

性
質
を

有
し

て

ゐ

る
。

地

道
で

非
政
治
的
な

文
獻
學

上

の

成
果
が、

一

七

七

六

年
の

ア

メ

リ

カ

獨
立

革
命
（

十
三

州
獨

立

宣
言
）

や、

一

七

八

九

年
の

フ

ラ

ン

ス

革
命、

次
い

で

生

じ

た

ナ

ポ

レ

オ

ン

に

よ

る

歐
洲
大

動
亂
と

世
界
史
に

於
け
る

水
戸
學

小

堀
桂
一
郎

ど

う
い

ふ

形
で

結
び

つ

く

の

か

を

知
つ

て

ゐ

た
。

さ

う
し

た

新
し

い

連
關
の

作
成

は

彼
等
の

意
欲
を

唆
る

も
の

だ
つ

た
。

　
人
々

は

國
民
の

國
家
的

統
合

に

基

礎
を

置

い

た

強

力
な

國
釜
主

義
の

政
治
が、

自

分
逹
に

繁
榮
と

幸
福
を

も

た

ら

す
前
提
條
件
な

の

だ、

産
業
革
命
の

恩

惠
も

こ

の

前

提
の

下
で

初
め

て

繁
榮
の

動
力

源
た

り

得
る

の

だ

と

い

ふ

「

近
代
世

界
」

の

構
造

を

理

解
し

た
。

　
A

國
民

の

本
源
的
な

精
神
状
態
〉

を

解
説
し

自
覺
さ

せ

る

契
機
と

し

て、

國
文
學

と

い

ふ

文
化
遺
産
と

方
法
と

し

て

の

文
學
史
の

學
が、

こ

の

理

解
を

意

圖

的

に

促
進

し

た
。

哲
學
者
の

參
加
が

側
面

援
助
と

な
つ

て、

文
學
研
究
を

通

じ

て

の

國
民

性
の

認

識
は

十
九
世

紀
の

學
問
精
神
の
一

つ

の

花
形
と

な

つ

た
。

（

し

か

し

國
民

國
家
の

簇
立

は

直
ち

に

又

「

國
際
瓧
會
」

と
か

「

國

際
關
係
」

と
い

つ

た

も
の

へ

の

認

識
を

呼
び

醒
ま
し

た
。

そ

こ

で

世
紀
の

終
り

頃
に

は

早
く

も

國
文
學
と

い

ふ

固
定
枠
の

設

定
へ

の

反
省
が

始
ま

り、

國
文
學
の

思

想
は

克
服
さ

る

べ

き

舊
套
の

如
く

に

看

做
さ

れ

る

と
い

ふ

こ

と

が

起
り、

そ

こ

で

次
な

る

輿
望
を

擔
つ

て

比
較
文

學
の

思

想

が

登

場
し

た
。

）

　

歐
米

文
明
圈
に

於
け

る

近

代
化
を

促
進

し

た

精
紳
的
動
力
源
の

大

な

る
一

は

明
ら

か

に

國
民

圭

義
の

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

で

あ

る。

ア

ジ

ア

で

は

イ

ン

ド

に

も

大

陸
に

も
、

又

イ
ン

ド
シ

ナ

牛
島
・

朝
鮮
孚
島
に

も

そ

の

樣
な

思
想
運
動
は

起

ら

な
か

つ

た
。

イ

ン

ド

は

あ

ま

り

に

細
分
化
さ

れ

て

ゐ

た

し、

東
ア

ジ

ア

は

二

千

年
來
の

華

夷
秩
序
體

制
の

安
定、

と
い

ふ

よ

り

は

固
定
化
の

惰
性
に

囚
は

れ

て

ゐ

た
。

　

ひ

と

り

日

本
の

み

が

自
覺
的
に、

中
華
支
配

の

華
夷
秩
序
體
制
の

枠
外
に

あ
つ

て

自
立

し

て

ゐ

た
。

故
に

日

本
は

そ

こ

に

画
民

主

義
イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

が

發
生

し、

成
熟

す

る

體
質
を

有
し

て

ゐ

た
。

内
か

ら

と

外
か

ら

た

る

と

を

問
は

ず、

何
ら
か

の

刺
激

が

あ

れ

ば

そ
の

發
生

は

あ

り

得
た

。

そ

の

こ

と

を
、

つ

ま

り

國
民

精
紳
の

本
源
の

姿

を

認
識
し

て

自
覺
す
る

こ

と

の

政
治
的
效
果

を

見

通
し
、

推
進
し

て

ゐ

た

の

が

水
戸61
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明
星
大
学
研
究
紀

要
〔

H
本
文
化
学
部
・
言

語

文

化

学
科
】

第
七

号

　一
九
九

九
年

學
で

あ

る
。

（
三
）

　
一

水
戸

學
」

と

い

ふ

名

稱

が

大

學
の

學
術
紀
要

と

い

ふ

專
門
的
情
報
媒
體
の

中
に

於
い

て

す

ら、

果

し

て

説
明

な

し

に

通
用
さ

せ

て

宜

し

き

や

否
や

に

つ

い

て

は

自
信

が

な
い

。

そ

れ

ほ

ど

に

水

戸
學
の

名
の

一

般
的
通

用

性
は

低
下
し

て

ゐ

る

と

見

る

の

が

通
念
で

あ

ら

う。

お

そ

ら

く

は

そ

の

低
ド

と

反

比

例
的
に

少
數
の

尊
崇
者
の

範
園

内
に

於
け

る

こ

の

學
統
へ

の

敬
重
は

却
つ

て

深

ま
つ

て

ゆ

く

傾
向
の

あ

る

二

と

も

確

か

で

あ

る

が、

そ

れ

は

學
界
の

大

勢
の

中
で

は

如
何
に

も

少

數
者
の

熱
構
で

あ

つ

て

水
戸

學
に

對
す

る

昔
日

の

名
聲
の

復
活
に

寄
與

し

さ

う
に

も

な

い
。

　
い

つ

た

い

水
戸

學
と

は

抑
ヒ

如
何
な

る

學
で

あ

る

の

か
。

ま

つ

「

水

戸．一

と
い

ふ

一

地

方
都
市
の

名
と

「

學
」

と

い

ふ

文
字
の

結
び

つ

き

が

不

思

議
で

あ

る
。

「

學
派
」

と

い

ふ

呼
び

方
な

ら

ば、

そ

の

⊥

に

地

名
や

人

名

が

冠

せ

ら

れ

て
一

箇
の

學
者
集
團

や

組

織
の

名
と

し

て

通
用
し

て

ゐ

る

と

い

ふ

例
が

國
の

内

外
を

問
は

ず

幾
つ

か

見
受

け

ら

れ

る
。

し

か

し

「

水
戸

學
」

と

い

つ

た

形

で

熟
し

定

蒲
し、

し
か

も

誕

生

以

來

約
三

百

年
の

今

日

に

至

る

ま

で、

過

ぎ

去

つ

た

歴
史
ヒ

の

存
在
と

し

て

で

は

な

く、

現
役
の

學
問
と

し

て

そ

の

生

命
を

保
つ

て

ゐ

る

と

い

ふ

例
は

他
に

一

寸
類
が

な

い
。

　
誕
生

以
來
約
三

百

年、

と

記

し

た

が、

こ

れ

は

『

大

目

本
史
』

編
纂
事
業
の

創
始

者
で

あ

る

義
公

徳
川

光
閾
の

最
晩
年
（
元

祿
十
三

年
、

基
暦
一

七

〇
〇
年
歿
）

に

同

書
の

根
幹
を

成
す

『

白

王

本
紀
』

が

完
成
し

た

（．
兀

祿
十
年、
　一

六

九
七

年
）

こ

と

な

ど

を

目

處
と

し
て

算
定

し

た

ま

で

で

あ

る
。

こ

の

騨
定
が

學
術
史

的
に

適
切

で

あ

る

か

否
か

に

つ

い

て

合

意
が

あ
る

わ

け

で

は

な

い
。

實
際
に

こ

の

計
算
で

よ

い

も

の

か

ど

う

か
、

改
め

て

問

を

發

し

て

み

る

と

こ

ろ

か

ら

水
戸
學
な

る

も

の

の

定
義
の

試

み

が

始

ま

る

の

だ

と

需
つ

て

も

よ

い

だ

ら

う。
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水

戸
學
の

源
流
を

尋
ね

て

そ

の

濫

觴
を

擧
げ

ん

と

な

ら

ば、

黄

門
樣
の

通

穩
で

お

馴
染
み
の

中−
納、．
叢

価
価

川

光

囲
の

修曜
史
事
輩吊
へ

の

着

手
に

あ

る、

と

見

る

こ

と

は

謂
ほ

ば

公

論
だ

が、

こ

れ

を

ま

と

も

に

取
る

と

す

れ

ば、

光

闕

が

江

戸

駒

込
の

別
邸
に

史

局
を

開
設
し

た

の

が

明

暦

三

年
（

一

六

五

七

年
）

だ

か

ら、

そ

の

歴
史

は

爾
來
三

百

五

十
年
に

近

い
。

　

し

か

し、

水
戸
學
が

そ
の

名
に

相
應
し

い

獨
自
の

面

目
を

具
へ

た

學
問
と

し

て

そ

の

地

歩
を

確
立

し

た

の

は、

水
戸

藩
第
九

代
の

藩
主
で

あ

り

「

烈
公
」

の

名
を

奉
ら

れ

た

名
君
齊
昭

の

代
か

ら

で

あ

る、

と

す
る

の

も

是
亦
定

説
で

あ

る
。

　

水

戸
學

の

画

日

が

確
立

さ

れ

た

重

要
な

口
安

と

な

る

出

來
事
が

天

保

八

年
か

ら

九

年
に

か

け

て

（

一

八一一．
八

−
三

九
年
）

の

『

弘

道

館

記
』

の

成

立

で

あ

る
。

前
記
の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

文
學

に

於
け
る

ナ

シ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

の

歴

史
と

對
照

さ

せ

て

考
へ

る

な

ら

ば、

後
に

テ

ー

ヌ

の

注

意
を

惹
く

こ

と

に

な

る

ド

イ

ツ

文
學
史
の

嚆
矢
ゲ

ル

ヴ
ィ

ヌ

ス

の

『

ド

イ

ツ

入

の

國

民

文
學
の

歴
史
』

が

書
か

れ
、

べ

ー

ク

の

古

典
文
獻
學
の

方

法

の

基

礎
工

事
が

始

ま

る

の

と

ほ

ぼ

同

じ、
頃

で

あ

る
。

　

江
戸

に

開
設
さ

れ

て

ゐ

た

水

戸

藩
の

史
館
は、

天

保
年

間
の

初

め

頃
に

本
來
の

地

元

で

あ

る

水
戸
に

移
さ

れ
、

研

究
貝
の

構
成
も

水

戸
出
身
者

が

黶
倒
的

多

數
を

占
め

る

様
に

な
つ

て

行
つ

た
。

そ
こ

で

此

地

に

開
花
し

た

獨
自
の

學
風
や

二

水

府
學
L

と

か
、

冗

號
の

名
を

探
つ

て

「

天

保
學
」

と

呼

ぶ

風
潮
が

自
然

に

生

じ

た
。

こ

れ

が

、．
水
戸
學
」

と
い

ふ

呼

名
に

統
一

さ

れ

定
着
し

た

の

は

明

治

維
新
以

後
の

こ

と

で

あ

る
。

呼
名
の

成
立

に

つ

い

て

は

こ

れ

で

よ

い

と

し

て、

そ

の

名
に

負
ふ

内
容
の

獨

自

性
と

は

ど

う

い

ふ

こ

と

な

の

か
。

こ

れ

を

説

明

し

よ

う

と

な

ら

ば、

上

記

『

弘
道

館

記
』

　一

篇
に

入

念

な

本
交

解
釋
を

加
へ

て

そ
の

成

果
を

整
理

す
れ

ば

帥

ち

足

る
。

　一
，

弘

道
館
記
」

は

漢
交

で

本
文
は

全

四

百
九

卜
…

字

か

ら

成
る

、

至
つ

て

簡
潔
な

ご

草

で

あ

る
。

稿
本
の

篇
末
に

く

天
保
九

年
歳
次

戊
戊
春
三

月、

齊
昭

撰
文
井

書
及

篆
額
▽

と

署
し

て

あ

る

の

で、

成
立

の

年
時
も、

著
作
責
任
者
が

烈

公

齋
昭

自
身

で
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あ

る

こ

乏

も

明
ら

か

で

あ

る
。

た

だ

本
篇
の

成
立

を

め

ぐ

る

周
邊
の

資
料
は

十
分
に

あ

り、

そ
の

調
査
も

完
了

し

て

ゐ

て、

そ
の

結
果
を
三
口

へ

ば、

草
案
は

齊
昭

と

藤
田

東
湖
の

問
を

往
復
し

て

討
論
・

合
議
の

上

推
敲
さ

れ
、

東
湖
の

執
筆
し

た

最
終
案
を

齊
昭
が

承

認

し、

こ

れ

に

更
に

佐
藤
一

齋、

青
山
延
于、

會
澤
正

志
齋
の

三

人

の

儒

者
が

批
評
と

修
正

を

加
へ

て

威
つ

た、

と

さ

れ

る
。

　

五

百

字
足

ら

ず
の

緊
密
・

硬
質
の

文
章
で

あ

る

か

ら、

此

に

對
す
る

注
疏
・

評
釋

の

試
み

は

本
文
成
立

と

同
時
に

夙
に

要

望
さ

れ

て

ゐ

た
。

帥
ち、

實
質
上

の

著
者
と

看
做
し

て

も

よ

い

藤
田

東
湖
に

弘

化
二

年
の

末
か

ら

弘
化
四

年
秋
に

か

け

て

の

勞
作

『

弘
道
館
記
述
義
』

が

あ

る。

や

は

り

漢
文
體
の

『

逋
義
』

著
作
の

經
緯
も

決
し

て

簡
單
な

も

の

で

は

な

い

が
、

詳
述
は

避
け

る。

上

下
二

卷
に

わ

た

る

『

述
義
』

本
文

の

字
數
約
三

萬
二

千
字
で

あ

る

か

ら、

『

記
』

の

本
文
の

一

字
　

句
に

對
し

て

如
何

に

詳
密
な

注
釋
と

解
説
が

施
さ

れ

て

ゐ

る

か
、

字
數
の

比

較
だ

け

で

も

優
に

想
像
が

つ

か

う
と
い

ふ

も

の

で

あ

る
。

　
『

弘
道
館
記
』

に

先
立

つ

こ

と

十

三

年、

文

政
八

年
（

一

八

二

五

年）

に

既
に

水

戸
學
の

代

表
的
著
作
で

あ

る

『

新
論
』

を

著
し

て

ゐ

た

正

志
齋
會
澤
安
は

烈
公

か

ら

和
文
に

よ

る

注
釋
の

述
作
を

求
め

ら

れ

て

ゐ

た
の

で、

そ

れ

に

應
へ

て

天

保
十

三

年

に

著
し

た

の

が

『

退
食
間
話
』

で

あ

る
。

東
湖
の

『

述
義
』

と

文
體
を

異

に

す

る

の

み

な

ら

ず、

年
少
の

讃
者
を

念
頭
に

置
い

て

卆
易
な

敍
述
に

な
つ

て

ゐ

る

の

で
、

現

代
の

讀
者
に

は

『

逑
義
』

よ

り

も
こ

の

方
が

讀
み

易

い
。

こ

の

二

つ

の

注

釋
を

援
用

し

つ

つ

『

弘

道

館
記
』

の

骨
髓
に

味
到
す

る

な

ら
ば、

以
て

水
戸

學
と

は

抑
ヒ

何
で

あ

る

か

と

の

問
に

對
す
る

答
は

既
に

し

て

得
ら

れ

る

で

あ

ら

う

と

言
つ

て

よ

い
。

　

先
づ

本
文

冒
頭
の

最
も

特
徴
的
な

文
胝
を

檢
討
し

て

み

よ

う。

　

　
〈

弘

道

と

は

何
ぞ
、

人

能
く

道

を

弘
む

る

な

り
。

道
と

は

何
ぞ
、

天

地

の

大

經

　

　

に

し

て

生

民

の

須
臾
も

離
る

べ

か

ら

ざ

る

も
の

な

り
。

弘

道

の

館
は

何
の

爲
に

　

　

設
く

る

や
。

恭
し

く

惟
る

に、

上

古
　
紳
聖
極
を

立

て

統
を

垂

れ

た

ま

ひ、

天

世
界
史
に

於

け

る

水

戸
學

小
堀
桂
一
郎

　
　
地
位
し、

萬
物
育
す

。

共
の

六

合
に

照

臨
し

宇
内
を

統

御
し

た

ま
ふ

所
以

の

も

　
　
の

、

未
だ

嘗
て

斯
の

道
に

由
ら

ず
ん

ぱ

あ

ら

ざ

る

な

り
。

寳
祚
之

を

以

て

無
窮、

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
そ

つ
ぶ

く

　
　
國
賠
之

を

以

て

尊
嚴

、

蒼
生

之

を

以

て

安
寧、

蠻
夷
戎

狄

之

を

以

て

率

服
す

。

　
　
而
る

に

聖

子
神
孫
爾
肖
て

自
ら

足

れ

り

と

せ

ず、

人

に

取
つ

て

以

て

善
を

爲
す

　
　
を

樂
し

み

た

ま
ふ

。

〉

　
弘

道
館
と

は

そ

の

名
の

字
義
通
り

に

く

道

を

弘

め

る
V

た

め

の

精
碑
的
事
業
を

推

進
す

る

學
問
の

府
で

あ

る
。

で

は

そ

の

〈

道
〉

と

は

何
か

。

注
釋
に

云

ふ
。

『

論
語
』

（

衞
靈
公

第
十

五
）

に

〈

人
能
く

道
を

弘

む、

道、

人
を

弘
む
る

に

非
ず
〉

と
い

ふ、

そ

の

道
で

あ

る
。

『

記
』

が

そ

れ

に

つ

い

て

〈

天

地
の

大
經
〉

に

し

て

〈

生

民
の

須

臾
も

離
る

可

か

ら

ざ

る

も

の
〉

と

記
し

て

ゐ

る

の

は

『

中

庸
』

（
三

十

二

章
）

が

〈

唯
天

下
の

至

誠
（

の

人）

の

み、

能
く

天

下

の

大

經
を

經
綸
し、

天

下
の

大

本
を

立

て
、

天
地

の

化
育
を

知
る

こ

と

を

爲
す
〉

と

同

（

第

丁
章
）

〈

道
な

る

者
は、

須

臾
も

離
る

可

か

ら

ざ

る

な

り
。

離
る

可

き

は

道

に

非
ざ

る

な

り
〉

の

兩

句
か

ら

來
て

ゐ

る
。

つ

ま

り

は

茲
に

云

ふ

く

道
V

は

全

く

儒
學
の

徒
が

言
ふ

所
の

道
徳
原
理
で

あ

る
。

　
と

こ

ろ

が

次
の

文
篩
に

至

る

と、

俄
か

に

〈

上

古

　
祚
聖、

極
を

立

て

統
を

垂
れ

た

ま

ひ、

天

地

位
し、

萬
物
育
す
〉

と

あ

る
。

そ

の

〈

神
聖
〉

と

は

會
澤
安
の

『

新

論
』

に

〈

一

に

曰

く

闘
體、

以

て

神
聖、

忠
孝
を

以

て

國

を

建

て

給
へ

る

を

論
じ、

而

し

て

途
に

其
の

武

を

尚
び

民

命
を

重

ん

ず
る

の

説
に

及

ぶ
〉

を

受

け

て

ゐ

る

の

で

あ

り、

又
こ

の

『

新
論
』

は

『

日

本
書
紀
』

「

禪
代
紀
」

の

く

故
れ

天

先
づ

成
り

て

地

後
に

定

ま

る
。

然
し

て

後、

神
聖
そ

の

中
に

生

れ

ま

す
V

に

記
す

る

所
の

〈

神

聖
〉

を

用
ゐ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

か

ら、

こ

れ

は

〈

か

み
〉

と

訓
ず
べ

き

語

な

の

で

あ

り、

つ

ま

り

『

弘

道

館
記
』

の

本
文
中
に

〈

立

極
垂

統
〉

の

事
蹟
を

語
ら

れ

て

ゐ

る

の

は

日

本
神
話
の

國
土

創
成
紳
な

の

で

あ

る
。

　

更
に

そ

れ

に

續
く

＜

天
地

位
し

、

萬
物
育
す
〉

が

再
び

『

中
庸
』

（

第

丁
章
）
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明
星

大

学
研
究
紀
要

【

口

本
文

化
学
部

二
纛

語
文

化

学
科】

第
七
号

　．
九

九

九

年

A

中
和

を

致
し

て
、

天

地

位

し、

萬
物
育
す
〉

を

そ

の

ま

ま

引
い

て

用
ゐ
、

〈

そ

の

六

合

に

照

臨
し、

寓
内
を

統
御
し

給
ひ

し

所
以
の

者
〉

は

『

書
紀
』

（

「

紳
武
即
位
前

紀
」
）

の

〈

六

合
を

兼

ね

て

以

て

都

を

開
き、

八

紘
を

掩
ひ

て

宇
と

爲
む
こ

と、

亦

可

か

ら

ず
や
〉

に

據
つ

て

ゐ

る
。

　

か

う

し

た

文

獻
上

の

典
艨
の

複
合

性
を

取
り

L
げ

て、

水

戸
學
の

基
本
的
性
格
を

「

神
儒
一

致
」

乃

至

「

習
合
」

の

倫
理

學
と

呼
ぶ

と

し

て

も

強
ち

大

き

な

誤
り

で

は

な
い

が、

人

ユ
匝

ち

に

そ

れ

を

言
つ

て

し

ま
つ

て

は

な

ほ

や

は

り

性
急

の

謗
り

は

冤

れ

な

い

だ

ら

う。

そ
の

次

に

來
る

極
め

て

特
徴
的
な、

『

弘
道

館
記
』

全

文
の

字
眼
と

稱
し

て

も

よ
い

文

脈
を

檢
討
し

て

み

よ

う
。

帥
ち

〈

寶
祚
之

を

以

て

無
窮、

國
體
之

を

以
て

奪
嚴、

蒼
生

之
を

以
て

安
寧、

蠻
夷
戎
狄
之
を

以

て

率
服
す
〉

の

部
分
で

あ

る
。

〈

之
を

以

て
〉

の

〈

之
〉

と

は

言

ふ

ま

で

も

な

く

A

斯
道
V

を

指
す
の

だ

か

ら、

こ

の
［

節
も

亦

〈

道
〉

の

歸
納
的
説
明
の

一

端
を

成
す

わ

け

で

あ

る
。

　

右
の

引

用
の

〈

寶
祚
〉

は

皇
位、
〈

蒼
生
〉

は

人

民

の

こ

と

で

あ

る

か

ら、

こ

れ

に

つ

い

て

の

解
釋
は

事
新
し

く

試
み

る

ま

で

も

な

い

こ

と

だ

が、

注

目

す
べ

き

は

〈

國

體
の

奪
嚴
〉

を

發

揮
す

る

の

も

斯
の

〈

道
〉

に

由

る、

と

の

賑
絡
で

あ

る
。

、

　
次

節
に

説
く

如
く

、

水
戸
學
の

本
領
は

國
體
論
に

あ

り、

該
論
の

精
髓
は

正

志
齋

會
澤
安
の

『

新
論
』

中…．一
部
に

分

け

て

論
ぜ

ら

れ

る

「

國
體
」

の

章
に

盡
く

さ

れ

て

ゐ

る
。

此
處
で

は

『

弘
道
館
記
』

の

字
眼

の
一

（
且

つ

恐
ら

く

は

最
も

重

要
な
）

と

し

て

の

こ

の

語
の

基

本
的
な

定
義
を

試
み

て

み

よ

う。

　
へ

鬮
鼬
囮

〉

と

い

ふ

二

字−
孰…
逝
叩

の
日
取

も
ー

口

い

用

例
は

『

延

喜
式
』

の

＝

耽跏
副
L

の
・
つ

ち

で

あ

る

「

出
雲
園
造

紳
賀
詞
縣

に

出
て

く

る

も

の

が

確
認

で

き

る

が
、

そ

れ

は

A

く

に

が

た
〉

と

讀
ま

せ

た

や

う

で、

〈

出
雲
臣
等
ガ

遠
租
天

穂
比

命
ヲ

、

國
軆
見
二

遣
時
二

V

と

い

つ

た

文
脈
か

ら

し

て

も、

地

勢
・

地

形
の

意
味
に

用

ゐ

て

ゐ

る

如
く

で

あ

り、

水
戸
學
で

の

含
意

と

は

ほ

ぼ

關
係
が

な
い

。

現

在
我
々

が
…

般
に

認
識
し

て

い

る

樣
な

意
味
で

の

A

國

體
〉

な

る

語

が

我
々

の

硯
界
に

浮
上

し

て

き

た

の

は、

64

多
分

は

明
治
二

十
三

年
の

｝，
數
育
勅
語
」

に

於
け

る

用

法、
〈

我

力

臣

民

克
ク

忠
二

克
ク

孝
二

億
兆
心

ヲ
一
ニ

シ

テ

世
々

厥
ノ

美
ヲ

濟
セ

ル

ハ

此
レ

我
力

國

體
ノ

精
華
ニ

シ

テ

教
育
ノ

淵
源

亦
實
二

此
二

存
ス
V

で

あ

ら

う
。

こ

の

勅
語
の

結
び

の

部
分

は

△

斯
ノ

道
ハ

實
二

我
力

皇
砠
皇
宗
ノ

遺
訓
ニ

シ

テ

…

…
〉

と

書
き

起
さ

れ

て

ゐ

る

の

だ

が
、

か

う

し

た

使
用
字
句
の

照
應
の

み

を

以

て

し

て

も、

近

代
國
民

國

家

と

し

て

の

日

太．
の

形
成

に

精
紳
面

で

最
大

の

效
果
を

擧
げ

た

教
育
勅
語
の

源
流
に

水

戸

學
の

國

體
思
想
が

存
し

た
こ

と

は、

精
細
を

極
め

た

そ

の

成
立

史
的
研

究

を

繙
く

ま
で

も

な

く、

直
感
的

に

推
測
で

き

よ

う

と

い

ふ

も
の

で

あ

る。

　

教
育
勅
語
の

文
胝
の

中
に

靜
か

に

鎭
座
し

て

ゐ

る

間
は

格

別
の

注

意

を

惹
か

な

か

つ

た

と

思

わ

れ

る

國
髓
な

る

概
念
は、

昭

和
の

二

∴
｝
六

事
件
前
夜
の

時
期
に、

美

濃
部
達
吉
の

「

天

皇
機
關
説
」

と

の

絡
み

で、

衆
議
院
の

「

國
鶻
明

徴

決
議
皿

な

ど

と
い

ふ

妙
な

事
件
が

生

じ

た

頃
か

ら、

何
か

獨
特
の

意
味
合
ぴ

を

以

て

用

う
べ

き

特

殊
な

概
念
で

あ

る

か

の

樣
な

印
象
が

廣
が

り

始
め

た。

　

昭

和
十
二

年
に

文
部
省
が

編
纂
・

刊
行
し

た

『

國

體
の

本
義
』

は

そ

の

意
圖

も

眞

蟄・
な

も

の

で

あ
つ

た

し、

本
文
の

學
問
的
水

準
も

ト

分

に

高
か

つ

た
。

そ

こ

で

本

書

に

は

常
時
か

ら

綿
密
な

注

釋
・

評
釋
の

類
が

複
數
著
作
さ

れ

て

ゐ

た
。

し

か

し
、

昭

和
二

十

年
九

月
に

米
罵

に

よ

る

日

本
國

占
領

が

始
ま

り、

日

本
の

戰
時
體
制
に

對
す

る

攻
撃
的
宵
傳
が

開
始
さ

れ

る

と、

自
然
に

『

國

體
の

本

義
』

も

そ
の

多
く

の

攻
撃

国

標
の

中
に

算
入

さ

れ

た。

　

占
領
軍
は
二

十
年
t…
…
月
の

所
謂
「

紳
道
指
令
」

の

中
で

「

大
東
亞

戰
爭
」

「
八

紘
一

宇
」

と
い

ふ

語

を

公

刊
さ

れ

る

文
書
の

中
で

使
用
す
る

こ

と

を

禁
止

し

た
。

こ

れ

は

倩
報
宣
傳
戰
の

戰
術
と

し

て

は

實
に

嗤
ふ

べ

き

小
心
・

陰
濕
な

術
策
で

あ
つ

た

が
、

此
が

意
外
に

效
果
を

擧
げ、

日

本
國
民

は

以

後
多
年
に

亙

つ

て

こ

の

兩

語

を

本

氣
で

禁
忌

と

し

て

使
用

を

避
け

た
。

「，
國
鱧
…

も

そ

の

使
用

禁
止

語

リ

ス

ト

に

載
る

豫
定
で

あ

つ

た

が、

當
時
阿

本
の

神
杜
界
と

占
領
軍
總
司

令
部
民

間

梼

報

局
と

の

問
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で

通

譯
を

兼
ね

た

交
渉
係
の

任
に

在
つ

た

東
京
大
學
文
學
部
宗
教
學
科
の

岸
本
英
夫

助
教
授
の

強
い

抗
議
に

遭
つ

て

こ

の

語
は

禁
句
リ

ス

ト

か

ら
外
さ

れ

た
。

岸
本
は、

も

し

「

國
體
」

を

使
用
禁
止

と

し

た

ら

教
育
勅
語
の

奉
讀
が

出
來
な

く

な

る、

そ

れ

は

教
育
勅
語
を

背
後
か

ら

匕

首
で

刺
す
樣
な

陰
險
な

や

り

方
だ、

と

し

て

民
間
情
報

を

た

し
な

め

た
。

占
領
軍

も

當
初
は

教
育
勅
語
に

相
應
の

敬
意
を

拂
つ

て

ゐ

た

故
に

こ

の

抗
議
の

道
理

を

認

め

た

も

の

で

あ

る
。

　

米
軍
が

「

國
體
」

な

る

詞
を

恐
れ、

危
險
硯
し

た

の

は、

大

東
亞

戰
爭
末
期
に

於

け

る

日

本
軍
の

凄
ま

じ

い

抵
抗
が

「

國
體
護
持
」

の

一

念
に

發

し

た

も

の

と

見

た

か

ら

で

あ

る
。

そ

れ

は

硫
黄
島
を

そ

の

絶
頂
と

す

る

南
洋
の

島
々

で

の

い

く

つ

も

の

「

玉

碎
」

戰、

沖
繩
の

軍
民
一

體
と

な

つ

た

激
し

い

抵
抗

、

「

紳
風
」

「

囘
天
」

等
の

特
別
攻
撃
隊
に

よ

る

「

自
殺
攻
撃
」

は

歐
米
人
の

理

解
と

想
像
を

超
え

た

も

の

だ
つ

た
。

　

戰
後
の

日

本
人

が

こ

の

詞
を

嫌
ひ

に

な
つ

た

の

は

神
道
指
令
の

威
嚇
に

よ

る

の

み

な

ら

ず、

或
る

意

味
で

は

米
軍
と

同
じ
こ

と

で
、

こ

の

詞
の

持
つ

呪

術
的

な

力

に

魅

せ

ら

れ

て

自
分

逹

は

大

き

な

犠
牲
を

拂
ふ
こ

と

に

な
つ

た

の

だ

と

思

ぴ

込

ん

だ

か

ら

で

あ

る
。

　

同

時
に

『

國
體
の

本
義
』

と

い

ふ

書
物
に

對
し
て

も

戰
後
の

日

本
人

は

忽
ち
に

し

て

強
い

拒
否
反
應
を

示
す

樣
に

な
つ

た
。

．
同
書
は

古
書
店
で

二

束
三

文
の

捨
値
で

賣

買
さ

れ

た
。

乃
至

は

端
的
に

文
反

古
と

し

て

破
棄
の

憂
目

に

遭
つ

た
。

圭

權
恢
復
・

占
領
終
了

後
に

な
つ

て

人
々

は

漸
く

自
分
逹
が

唯
占
領
軍
の

宣

傳
戰
に

負
け

て

所
謂

「

洗
腦
」

を

さ

れ

て

ゐ

た

だ

け
の

こ

と

だ

つ

た

の

だ

と

氣

が

付
き

、

昨
今

漸
く

同

書

の

復
刻
本
も

要

望
に

應
へ

て

製
作、

販
賣
さ

れ

る

樣
に

な

つ

た
。

　

こ

の

樣
に

數
奇
な

運

命
を

辿

つ

た

詞
「

國
體
」

で

あ

る

が
、

こ

れ
が

初

め

は

深
く

尋
崇
さ

れ
、

翻
つ

て

恐

れ

ら

れ

又

憎
ま

れ

る

樣
に

も

な

る

ほ

ど

に
一

種
祕

教
的
な

含

意
を

獲
得
し

た

の

は、
『

新
論
』

『

弘
道
館
記
』

等
の

水
戸
學
の

代

表
的
文
獻
に

於
い

世
界
史
に

於
け

る

水

戸
學

小
堀
桂
一
郎

て

で

あ

つ

た

と

見
ら

れ

る
。

そ

の

祕
教
的

な

意
味
合
ひ

は

外
國
語
に

翻
譯
す
る

こ

と

は

極
め

て

困
難、

乃

至

不

可

能
と、

長
い

間
説
か

れ

て

來
た

。

　
井
上

英
明
氏
は

同
氏

著
『

異
文
化
時
代
の

國

語
と

國
文
學
』

（

卒

成
二

年、

サ

イ

マ

ル

出
版
會
刊
）

の

中
に

設
け

た

「

神
を

信
じ

る

國
・

人
を

信
じ

る

國
」

と
い

ふ
一

章
の

中
で、

〈

「

國
體
」

を

何
と

譯
す
V

か

と
の

中
見

出
し

を

以

て

甚
だ

示

唆
に

富
ん

だ

考
察
を

展

開
し

て

ゐ

る
。

氏

が

ロ

ン

ド

ン

大

學
で

親
炙
し

た

明
治
維
新
史

の

研
究

で

著
名
な

W
・

G
・
ビ

ー

ズ

レ

ー

教
授

は
、

そ

の

著
述
に

な

る

日

本
近

代

史
の

中
に

三

箇
所
出
て

く

る

「

國
體
」

を

結
局

英
語
に

翻

譯
す

る

こ

と

を

せ

ず、

匿
o
屏

三
巴

と

い

う
ロ

ー

マ

字
書
き

の

ま

ま

で

用
ゐ

て

ゐ

る

と

い

ふ
。

（
筆
者
も

そ

の

こ

と

を

井

上

氏

よ

り

借
覽
し

た

同

書
に

當
つ

て

自
ら

確
認

し

た
。

）

　

從
來
あ

ま

り

知
ら

れ

て

ゐ

な

か

つ

た

こ

と

か

と

思
ふ

が、

教
育
勅
語
は

明

治
四

十

年
に

文
部
省
に

よ

つ

て

英
・

獨
・

佛
・

漢
の

四

種
の

外
國
語

譯
が

作
ら
れ

て

ゐ

る
。

西

洋
近

代
語
譯
三

種
に

つ

い

て

は

本
國
人

學
者
の

協
力

が

あ
つ

た

も

の

と

察
せ

ら
れ

る、

な

か

な

か

に

良
い

譯
で

あ

る
。

そ
こ

で

例
へ

ば

字
眼
の

筆

頭
た

る

〈

國
體
ノ

精

華
〉

の

英
語
譯
を

檢
し

て

み

る

に

oq

δ
「

《

oh

叶

げ
Φ

h

二

昌
O
”

ヨ
Φ

コ
冖

巴
o
ロ

穹
po
冖

Φ

「

o
｛

O
¢
『

国

ヨ
唱

眸
o

と

な
つ

て

ゐ

て
、

意
味
を

傳
へ

る

上

で

は

さ

う

惡
い

譯
語
で

は

な

い
。

だ

が

原
語
「

國
體
」

の

引

緊
つ

た
、

密
度
の

高
い

響
き

と

比
べ

る

と

如
何
に

も

間
延

び

が

し

て
、

冗

長
な

感
じ

を

否
め

な
い

。

　
一

方
渡
部
昇
一

氏
は

或

る

エ

ッ

セ

イ

の

中
で、

明
治
後
牛
か

ら

大

正

期
に

か

け

て

活
躍
し

た

英
語
學
者
齋
藤
秀
三

郎
が、

そ

の

編
に

な

る

和
英
辭
典
の

中
で

「

國
體
」

に

對
し

て

コ
四

賦
o
コ

巴
oo

口

雪
埠
⊆

江
o
口

と

い

ふ

簡
潔
な
一

語
を

充

て

て

ゐ

る

と

い

ふ

事
實
を

指
摘
さ

れ

た
。

こ

れ

は

重

要
な

發
見
だ

つ

た
。

「

國
體
」

の

英
譯
は
こ

れ

で

よ

い

の

だ

と
い

ふ

指
摘
に

は

読
得
力

が

あ

る

と

同
時
に

或
る

好
ま

し
い

影
響
力

が

附

隨
し

て

ゐ

た。

つ

ま

り

「

國
體
」

な

る

詞
に

つ

き

ま

と
ふ

あ

の

祕
教
的
な

含
蓄
が

洗

ひ

去
ら

れ

た、

或
い

は

こ

の

語
そ

れ

自
體
が

祕
教
的
脈
絡
か

ら

解
放
さ

れ

た

こ

と
で65
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明

星
大

学

研

究

紀
要
【
R
本
文
化
学

部
・
言
語
文
化
学
科
】

第
七

号

　一
九

九

九

年

あ

る
。

日

取

新
の

ラ

ン

ダ
ム

ハ

ウ

ス

英
和
酷

餅

血ハ
（

小肋
学

館、
爪

「

成
五

年
箪川一
．

版
發

行）

が

逆
に

oo

⇒
。・

胤

ε
鉱

o
コ

の

譯
語
の

一

と

し

て

「

國

體
」

を

充
て

る

こ

と

を

敢
へ

て

し

て

ゐ

る

の

は、

乙

の

「

解
放
し

の

影

響
で

は

な
い

か

と
の

臆
測
も

し

た

く

な

る

の

で

あ．
る。

　

コ

ン

ス

テ

ィ

テ

ユ

ー

シ

ョ

ン

の

…
觚

馭

的畑
評
薑

…

は、
「

構
造
一
「

艚腸
格
「
コ

索
質
」

等

で
、

政
治
學
的
文

脈
で

は

「

憲
法
」

と

か

「

政
髀
」

な

ど

と

な

る
。

こ

の

部
分
を

少

し

擴
張
乃

至

敷
衍

す

れ

ば、
、

國
體
L

と
い

ふ

譯
が

浮
び

上
つ

て

く

る

の

も

自
然
で

あ

ら

う
。

な

る

ほ

ど、

考
へ

て

み

れ

ば
一

國

の

憲
法

な

る

も

の

は

そ

の

國
の

政
體、

と

い

ふ

よ

り

は

も

う

少
し

廣
い

文
脈
で

の

「

國

體
」

の

在
り

様
を

威
文
化
し

た

も

の

に

違
ひ

な

い
。

現
在
我
々

日

本
國
民
が

使
用
し

て

ゐ

る

日

本
國
憲
法
は

日

本
の

國
體

を

反

映
し

て

ゐ

る

ど

こ

ろ

か
、

全

く

國
體
逹
反

の

悪
法

で

あ

り、

そ

の

點
で

と

て

も

憲
法
の

名
に

値
す

る

代
物
で

は

な
い

の

だ

が、

こ

れ

は

何
分

日

本
固

有
の

傳
統
に

全

く

無
知
な
、

む

し

ろ

無
知
か

ら

く

る

敵
意

に

盗
れ

た

ア

メ

リ

カ

人

が

六

日

六

暁
で

書

き

と

ぱ

し

た

草
案
に

よ

る

も

の

で

あ

る

以

E
何
と

も

仕
方
が

な
い

の

で

あ

る
。

　

水
戸

學
の

面

目

を

樹
立

す

る

こ

と

に

な

る

史
館
弘
道
館

設
立

の

構
想
に

與
つ

た

學

者
逹
の

念

頭
に

あ
つ

た

の

は、

簡…
竪

に

言
へ

ば

國
體
で

あ

り、

我
が

國
に

固

有
の

傳

統
を

如
何
に

眼
に

見
え

る

形

に

表
し、

育
成
し

て

ゆ

く

か
、

と

い

ふ

課
題

で

あ
つ

た
。

　

朱
子

學
の

特
性
の
一

た

る

正

統
思

想
遒

奉
と
い

ふ

學
統
に

身
を

置

き
な

が

ら、

闡

に

固

有
の

傳
統
と

い

ふ

こ

と

を

考
へ

る

と

な

れ

ば、

易

姓
革
命
だ

の

放
伐
だ

の
、

異

民
族
に

よ

る

征
服、

土

室
の

蒙
塰
だ
の

と
、

頻
々

と

王

朝
の

交
替
が

發
生

し

て

ゐ

る

漢
土

の

そ

れ

と

の

對
比

で
、

ど

う

し

て

も、

A

萬
世
一

統
の

業
是

に

於
て

か

定
ま

る
〉

（

『

大

目

本
史

紳
祗
志

序
論
』
） 、
A

夫
れ

開

闢
以
降、

天

子

娃
な

く、

萬
世
一

統
〉

角

大

目

本
史

氏
族
志
序
論
』
）

と

い

ふ
、

國
家
統
治
の

形

の

獨
自
性
と

そ

の

速
續
性

が

眼

に

つ

く

こ

と

に

な

る
。

此

處
を

出
發

點
と

し

て

考
へ

れ

ば
、

我
が

國

の

統
治
形

態
を

基

點
と

し

て

耽
會
の

制
度
・

慣
習
・

儀
禮
か

ら

國
民
道

徳
・

學
藝
・

思

想

全

般

66

に

至

る

ま

で
、

こ

の

萬
世
一

系

の

皇
統
と
い

ふ

基
本
線
が

輿
い

て

ゐ

る

こ

と

に

氣
が

つ

く
D

　

二

の

様
に

文
明
の

廣
い

領
域
に

亙
つ

て、

大

陸
や
坐−
島
の

諸
國

と

は

明

白
に

異
な

る

岡
有
の

特
色
が

支
配

し

て

ゐ

て、

そ

れ

が

何
百

年
も

變
ら

ぬ

傳
統
を

な

し

て

ゐ

る

と

い

ふ

歴
史
的
事
實
を

認
識
す

れ

ば、

人

は

そ

こ

に

「

國
體
一

と

い

ふ

概
念
を

把

握

し

た
の

だ
、

と

言
へ

る

だ

ら

う
。

　

實
際、

水

戸
の

烈
公

周
邊
の

學
者
達
は
、

こ

の

國

に

固
有
の

傳
統
が

法
制

度
的
・

耻
會
的
に

表
れ

た

形
を

，

國
髏
一

と

呼

ぴ、

そ

の

固

有
性
を

威
立

せ

し

め
て

ゐ

る

理

念

を

「

道
」

と

呼
べ

ば

よ

い

こ

と

に

氣
が

つ

い

た

の

で

あ

る
。

（

四
）

　

目

本
は

ア

ジ

ア

の

い

つ

れ
の

國
と

も

或
る

點
で

明

白

に

違
つ

て

ゐ

て、

西

歐

世

界

と

ほ

ぼ

同

時
竝

行
約
に

國

民
上

義
の

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

を

樹
立

し、

且
つ

そ

れ

を

歐
米

型
近
代

國
家
の

建
設
と

い

ふ

實
踐
の

原

動
力

た

ら

し

め

る

こ

と

が

で

き

た、

稀
有
の

實
例
で

あ

る
。

明

治

維
新
と

い

ふ

國
を

擧
げ

て

の

近

代
化
事
業

に

見

事
に

成

功
し

た

心

理

的
要
件
の

第
一

に

擧
ぐ
べ

き

は

か

う

し

た

精
紳
史
的
實
績
で

あ

ら

う。

そ

し

て

．】
の

精
神
運
動
促
進
の

功
は

主

と

し

て

水

戸
學
を

通

じ

て

の

全

國
の

草
莽
の

志

十

に

向
け

て

の

啓
發
・

策
勵
に

あ

る

と

言
つ

て

よ

い
。

　

こ

の

局
面
で

の

代
表
的
論
策
を

擧
げ

る

と

す
れ

ば
、

そ

れ

は

東

湖
の

父

藤
田

幽

谷

の

高
弟
た

り

し

會
澤
正

志

齋
の

『

新
論
』

で

あ

る

と

す

る

の

が

定
読

で

あ

ら

う
。

こ

の

著
述
は

文

政
八

年
（

一

八

二

五

年
）

三

月
の

脱
稿
で

あ

る

こ

と

が

著
者
自
身
の

後

記
か

ら

わ

か

る

の

だ

が
、

そ

れ

は

同

年
二

月
に

幕
府
の
一

異

國

船

無
二

念
打

拂
令
L

が

發

令
さ

れ

た

直
後
で

あ

る

と
い

ふ

關
迚

に

淫

H
し

な

い

わ

け
に

ゆ

か

な

い

し、

又

亠
圃

の

年−
の

五

月
に

は

イ

ギ
リ

ス

の

捕
鯨
船
が

常
陸晒
の

大

津｛
慣

に

接
岸
し、

帥

粉

手
に

赴
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陸
し

た

船
員

逹
を

相
手

に、

會
澤
が

筆
談
役
と

し

て

折
衝
し

た

こ

と

も

思

ひ

合

さ

れ

る
。

こ

の

時

の

緊
張
の

經
驗
が、

か

う

し

た

論
策
を

述
作
す

る

動
機
の

一

端
に

あ
つ

た

こ

と

は

疑
へ

な

い
。

　

本
書
の

性
格
を
一

言
で

言
つ

て

み

れ

ば、

か

う

し

た

時
代
の

察
氣
に

直
面

し

て

日

本
と

い

ふ

國
家
が

採
る

べ

き

戰
略
論
で

あ

る
。

卜

五

世

紀
末
葉
以

來
の

「

西
力
東

漸
」

の

時
運

は

三

百
年
の

漸
増
過

程
を

經
て
、

十

九

世

紀
前
牛
の

こ

の

時
機
に

謂
は

ば

そ

の

最
高
潮
期
に

さ

し

か

か

つ

て

ゐ

た
。

そ

の

象
徴
的
事
件
が
一

八
三

九
年

か

ら

四

二

年
に

か

け
て

の

ア

ヘ

ン

戰
爭
で

あ

る。

こ

の

ア

ヘ

ン

戰
爭
が

終
末
に

近
づ

き、

清
國
の

思

ひ

が

け

な
い

弱
體
ぶ

り

と

イ

ギ

リ

ス

の

強

引
な

帝
國
圭

義
的

覇
權
意

志
が

露
骨
に

現

れ

て

き

た
一

八

四

一

年、

天

保
九
年
に

弘

道
館
の

設
立

は

實
現
し

て

ゐ

る
。

　

文
政
八

年
に

は

イ

ギ

リ

ス

の

東
洋
進
出
は

ま

だ

手
探
り

妝
態
だ

つ

た

が
、

會
澤
が

常
陸
大

津
濱
で

イ

ギ

リ

ス

船
の

船
員
と

直

接
に

接
觸
す
る

經
驗
を

持
つ

た

こ

と

は

頗

る

意
味
が

あ
つ

た

と

思
は

れ

る
。

彼
の

腦
裡
に

は
こ

の

時、

現
代
の

語
彙
に

謂
ふ

所

の

國
家
戰
略

の

萌
芽
が

生

じ

た
。

そ

の

意
匠
は

簡
潔
に

し

て

明
白、

あ
る

べ

き

國

民

的
統
一

を

成
し

途

げ、

迫
り

來
る

外
壓

に

抗
し

て

獨
立

主

權
を

主
張
し

得

る

強

さ

を

且ハ
へ

た

國
民

國
家
の

建
設
を

急

げ、

と

い

ふ

の

が

そ
の

圖
柄
で

あ

る
。

　

彼
の

構
想
の

中
で

は

封
建
的
幕
藩
體
制
は

既
に

克
服
さ

れ

て

ゐ

る
。

當
時
こ

れ

ほ

ど

に

も

「

藩
」

の

意
識
を

沒

却
し
「，
日

本
國
」

の

立

場
で
、

目

本
全
體
を

覗

野
に

收

め

て

物
を

言
ふ

政
治
論
が

あ

つ

た

と

い

ふ

こ

と

だ

け

で

も

讀
む

者
の

感
嘆
を

誘
ふ

に

足

る。

　
『

新
論
』

の

構
成
は、

第
一

に

我
が

國
の

歴
史
の

考
察
に

基
礎
を

置
い

て

展
開
さ

れ

る

「

國

體
」

論
三

部、

二

に

當
時
の

國
際
杜
會
の

大

勢
を

論
じ

た

「

形
勢
」

論、

三

に

歐
米

帝
國

圭

義
諸
國
が

如
何
な

る

意
圖
を

抱
い

て

我
が

國
を

窺
つ

て

ゐ

る
か

を

説
い

た

「

虜
情
」

論
、

四

が

そ

れ

に

對
す

る

防
備
の

原
理

と

し

て

富
國
強
兵
の

要
務

を

説
い

た

「

守
禦
」

論、

そ

し

て

五

の

「

長
計
」

は

題

名
通
り
の

長
期
の

計
と

し

て

世
界

史
に

於
け
る

水

戸

學

小
堀
桂
一
郎

國
民

教
育
の

規
模
の

中

で

説
く、

本
來

り
意

味
で

の

戰
略

論
に

當
る

國

家
經

綸
の

方

策
で

あ
る

。

　

五

章
の

論
策
の

中、

國
體
論
は

水

戸
學
の

學
統
杢

饐
の

中
で

常
に

眼
目

と

な

る

圭

題
で

あ

り、

本
書
で

も

會
澤

の

面

目

が

最
も

高
揚
し

た

形
で

發
揮
さ

れ

て

ゐ

る

重
要

部
分
で

あ

る
。

　

會
澤
の

國
體
論
の

眼
目

は

畢
竟
「

萬
世
一

系
の

皇
統
」

の

把
握
に

あ
る
。

但
し、

こ

の

論
文
の

執
筆
時
に

は

未
だ
こ

の

概
念
は

こ

の

樣
な

言
語

表
現
に

定
着
し

て

は

ゐ

な

か

つ

た
。

前
節
に

記
し

た

如
く

「

萬
世
一

統
」

の

語
が

見

ら

れ

る

の

は

『

大
日

本

史
』

の

「

神
祗
志
」

「

氏
族
志
」

の

序
論
か

ら

で

あ

り、

そ

の

執
筆
年
代

は

今

確
認

で

き

な

い

が

『

新
論
』

の

文
政
年
間

よ

り

は

か

な

り

後
に

な

る

は

ず

で

あ

る
。

た

だ

吉
田

松
陰
が

安
政
三

年
七

月
以

降
塾

生
の

教
育
に

當
つ

た

松
下

村
塾

の

「

十

規
七

則
」

に

は

〈

凡

生

皇
國、

宜

知
吾
所
以
奪
於
宇
内、

蓋
皇

朝
萬
世
一

統、

云

々
〉

の

字
句
が

用

ゐ

ら

れ

て

ゐ

る

と
こ

ろ

を

見
れ

ば、

安
政
年
間
の

こ

の

頃
に

は

こ

の

表
現

が
一

般
に

通
用

す
る

樣
に

な
つ

て

ゐ

た

か

と

思

は

れ

る
。

松
陰
も

亦
水
戸
學
に

學

ん

だ

人
で

あ

る
。

水

戸

學
の

學
統
内
部
で

は

早

く

か

ら

行
は

れ

て

ゐ

た

の

か

も

し

れ

な

い
。

　

字
遣
ひ

の

こ

と

は

と

も

か

く、

そ

の

思
想
は

『

新
論
』

の

卷
頭
に

歴

然
と

記

述
さ

れ

て

ゐ

る
。

　

　
　
　
　
こ
コ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

や

す　
り

け

　

　
く

帝
王

の

悔
ん

で

以

て

四

海
を

保
ち
て、

久
し

く

安
く

長

く

治
ま
り、

天

下
動

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
ま

　

ぢ

　

　
　

　

　
　

　

　
い

い

　

　

搖
せ

ざ

る

と
こ

ろ
の

も
の

は、

萬
民

を

畏
服
し、
　一

世

を

把
持
す

る

の

謂
に

あ

　

　

ら

ず
し

て
、

億
兆

心

を
一

に

し

て、

皆
そ
の

上

に

親
し

み

て

離
る

る

に

忍

び

ざ

　

　

る

の

毘
こ

そ・

誠
に

恃
む
べ

き

な

り
・

だ
れ

天

地

の

甜

鏃
し、

始

め

て

人

民

あ

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
い

ま

　

　

か

つ

　

　

り

し

よ

り、

天

胤、

四

海
に

君
臨
し、

一

姓
歴

然
と

し

て、

未
だ

嘗
て
一

人
も

　

　
　
　
　
　

　
　
き

　
ゆ

　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
あ

　

　

敢
へ

て

天

位
を

覬
覦

す
る

も

の

あ

ら

ず
し

て、

以

て

今

日

に

至

れ

る

は、

豈
に

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
ヒ

ん

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
そ

　

　

そ

れ

偶
然
な

ら

ん

や。

夫
れ

君
臣

の

義
は、

天

地
の

大

義
な

り
。

父
子

の

親
は、67
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明

星
大

学
研
究
紀

要
〔
日

本
文

化

学
部
・
二目
語
文

化

学
科
扁

第
七

号

　，
九

九

九
年

　

　

天

下
の

至

恩
な

り
。

義
の

大

な

る

も

の

と、

恩

の

至

れ

る

も

の

と

は、

天

地
の

　

　
　
　

　

　

　
　
　
ピ

ん

ヒ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　か
ふ

ゴ

ふ

　

　

問
に

竝

ぴ

立

ち、

漸
漬
積
累
し

て、

人
心

に

洽

浹
し、

久
遠
に

し

て

變
ぜ

ず
。

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　
げい
ゐ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

タ　
ゑ

　
ち

　

　
こ

れ

帝
土
の

天

地

を

經
緯
し

億
兆
を

綱
紀
す
る

解
以
の

大

資
な

り
。

〉

　

右

の

引
用
の

中、

天

と

地

が

相
分

れ、

地

五

に

人

間
の

生
活

が

始
ま

つ

て

よ

り

こ

の

方、

天
租
の

後
胤

が

海
内
に

君
臨
し

て

く

一

姓

歴
々

と

し

て
V

未
だ

か

つ

て

皇
位

の

簒
奪
を

企
て

る

も
の

無
き

ま

ま

に

今

日

に

至

つ

た、

と

の

認
識
が

そ

れ

で

あ

る
。

　

萬
鮭
一

系
の

皇

統
の

連
續
を

い

ふ

の

は

端
的
な

る

事
實
認
識
の

次
元

だ

が
、

斯
か

る

傳
統
を

成
立

せ

し

め

て

ゐ

る

因
由

は

何
か、

と

問
ふ

と

な

れ

ば

そ

こ

に

洞
察
が

要

求
さ

れ

る
。

會
澤
は

そ

れ

を

多
く
の
、

例
へ

ば

北
畠
親
房
の

『

碑
皇

正

統
記
』

の

先

例
に

倣
つ

て、

三

種
の

神
器
の

象
徴
す

る

徳
に

歸
し
て

ゐ

る
。

　

　
　
む

が

　

し

　
　

ぐ

ん

テ

　
　

　

は

じ

　

　
　

　
　
こ

う

き

　

　
　
昔
者、

天

皰、

肇
め

て

鴻
基
を

建
て

た

ま

ふ

や、

位
は

す

な

は

ち

天

位
、

徳

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
け

い

り

ん

　

　
は

す

な

は

ち
天

徳
に

し

て
、

以

て

天

業
を

經
綸
し、

細
大
の

こ

と、
　一

も

天

に

　

　
あ

ら

ざ

る

も

の

な

し。

徳
を

玉

に

比

し、

明

を

鏡
に

比

し
、

威
を

劍
に

比

し

て、

　

　
天

の

仁
を

體
し

、

天
の

明
に

咢
、

天
の

威
を

奮
ひ

て・

以

て

難
に

照
臨
し

　

　
た

ま
へ

り
。

天

ド

を

以

て

皇

孫
に

簿
へ

た

ま

ふ

に

胤
ん

で、

手
つ

か

ら
三

器
を

　

　
授
け

て、

以

て

天

位
の

儲

ポ
し、

以

て

癒
に

響
て・

天

赱
代
り

天

職

　

　
を

治
め

し

め、

然
る

後
に

こ

れ

を

殺
謝
戳
に

傳
へ

た

ま

ふ
。

慧

胤
の

尊
き
こ

と
、

　

　
げ

ん、・
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ふ

ん

　

　
嚴
乎

と

し

て

そ

れ

犯

す
べ

か

ら

ず
。

君

臣
の

分
定
り

て、

大

義
以

て

明
ら
か

な

　

　
り
。

　
會
澤
に

よ

れ

ば

國
體
が

そ

れ

に

依
つ

て

搖
ぎ

な

く

維
持
さ

れ

て

ゐ

る

所
以

た

る
＝ ．

つ

の

原

理

と

は
、

天

の

仁

に

應
へ

る

徳…
の

象
徴
と

し

て

の

玉
、

天

の

明

に

則
る

知
の

象
徴
と

し

て

の

鏡、

天
の

威
を

代
石
す
る

勇
の

象
徴
と

し

て

の

劍
で

あ

る
。

價
値
の

範
疇
と

し

て

の

鏡
・

飯
・

劍
の

象
徴
性
を

説
く
の

は

政
治
哲
學
と

し

て

は

珍
し

い

こ

と

で

は

な

い
、

た

だ

そ

れ

は

ま

さ

に

象
徴
で

あ

る

が

故
に、

二

器
に

假
託

さ

れ

た

徳

は

明
確
な、

固

定
的
概
念
を

以

て

盞

ひ

表
す

必

娑

は

必

ず
し

も

な

い
。

北
畠
親
房
は
、

68

鏡
を

正

直
の
、

玉

を

慈
悲
の、

劍
を

決
斷
と
い

ふ

徳
の

象
徴

と

し

て

語
つ

た

け
れ

ど

も、

會
澤
の

如
く
こ

れ

を

明
・

仁
・

威
の

象
徴
を

説

く

の

と

別

段
ず

れ

て

ゐ

る

わ

け

で

は

な

い
。

三

器
の

象
徴
性
は

各
入

が

各
樣
に

解
讀
す

れ

ば

よ
い

こ

と
で

あ

る
。

む

し

ろ

問
題

は

次
の

と
こ

ろ

に

あ

る

だ

ら

う。

會
澤
が

薪
論
』

を

著
し

た

文

政

八

年
と

い

へ

ば、

そ

れ

は

俗
に

謂
ふ

化
政
期
の

徳
川
文
化
爛
熟
の

高
潮
期
に

當
つ

て

ゐ

る
。

長

く

續
い

た

泰
李
の

世

の

繁
榮
に

入
心

は

弛
緩
し
、

海
外
か

ら
の

壓

力

が

次

第
に

増
し

て

く

る

こ

の

状
勢
に

直
面

し

な

が

ら、

危

機
意
識
が

杢

く

缺

け

て

ゐ

る
。

こ

れ

で

は

國

體
を

維
持
し

て

ゆ

く

こ

と

が

で

き

な

い

…

…
。

　

　
〈

然
れ

ど

も

昇
干
す

で

に

久
し

け

れ

ば、

す

な

は

ち

倦
怠

隠
ゲ

て

生

ず
。

天

下

　

　

有
圭

の

君

は、

生

れ

て

は

す

な

は

ち

逸
し

て、

凶

荒
に

は

備
な

き

も、

こ

れ

を

　

　

蝉
る

な

く、

欝
礬
す

る

も
・

・

れ

を

禁
ず
る

な

く・
、

羆
響
伺
う

も・

　

　

　

　
　
お

そ
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

に

　

　
こ

れ

を

虞
る

る

な

き

は、

土

地

人
民

を

棄
つ

る

な

り
。

天

下
の

士

民

は、

た

だ

　

　

利
の

み

こ

れ

計
り、

忠
を

盡
し

慮
を

蠍
し

て

以

て

國
家
を

謀
る

を

常
ぜ
ず、

氤

　

　
が．．．
は、「、
」

　

　

　
　
　
　
　
　

　

だ

腎・て
　
　

は

＋

か

　

　
　
　
　
　
　
　

　

わ

可

　

　

傲
放
肆
し

て
、

以

て

乃

組

を

忝

し

め、

君

親
を

邇

る

る

な

り
。

上

下
二

も
こ

も

　

　
ゐ

　

き

　

　
遺
棄
せ

ば、

土

地
人

民
、

何
を

以

て

か

統
一

せ

ん、

而
し

て

國

體
そ

れ

何
を

以

　

　
て

か

維
持
せ

ん
。

〉

　

洵
に

痛
切

な

漑
嘆
で

あ

る

が
、

さ

な

が

ら

現

代

の

我
々

の

陷
つ

て

ゐ

る

歌
況
を

目

の

當
り

に

指
摘
し

て

ゐ

る

が

如
く

で

少
々

氣
味
が

憑
い

ほ

ど

で

あ

る
。

　一

國
體
L

論
の

中
篇
で

は

筆
が

國
民
道
徳
一

般
の

退

行
の

状
況

に

及
ぶ
。

　

　
〈

猛
將
．

勇

士

を

し

て

戰

伐
を

忘

れ
、

升
李
を

樂
し

ま

し

む

る

所
以
の

も
の

は、

　

　
も

と
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

げドぼじへ

　

　
固
よ

り

よ

ろ

し

く

か

く
の

ご

と

く

な

る
ぺ

し

と

い

へ

ど

も、

そ
の

流

弊
に

至

リ

　

　

　

　
　

　

　

　

ユ

ん

しゐ

　

　
て

は、

す
な

わ

ち

僭
奢、

風
を

威

し、

情
に

觸
れ

欲
に

從

ひ

て
、

禮
義
を

知
ら

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
じ

つい
オ
た

う

い

り

　

ず、

故
に

富
み

て

教
な

け
れ

ば、

す
な
は

ち

驕
淫

蕩
佚

し

て、

至

ら

ざ

る

と

こ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ち

ふ

　

　
ろ

な

し
。

二

二

を

以

て

富
溢

れ

て

貧
を

生

じ、

貧
は

弱

と

相
依
る

。

貧
に

し

て

　

署

れ

ば
、

す
な

わ

ち

箸
營
む

量
む
齢、

ザ
生

を

礬
こ

と

愚
れ

ば・
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す
な

は

ち

貨
財
を

顧
み、

貨
財
を

顧
み

れ

ば、

す
な

は

ち

利
を

見

て

義
を

忘
る

。

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
レら

　

　
こ

こ

を

以

て

上

下
こ

も
ご

も

利
を

征
り

て
、

ま

た

廉
恥
な

し
。

國
に

廉
恥
な

け

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
あ

ら

は

　

　

れ

ば、

す

な

は

ち
天
下

に

生
氣

な

く

し

て、

弱
形
見

る
。

〉

　

富
が

あ

ふ

れ

て

貧
を

生
じ

ー
と

い

ふ

の

も

何
と

も

鋭
い

觀
察
だ

が、

さ

う

し

た

場
合
の

「

貧
」

は

「

弱
」

と

抱
き

合
せ

に

な

る
。

A

貧
に

し

て

奢
る
〉

が

故
に
、

市

民

の

關
心

事
は

專
ら

自
己
｝

身
の

た

め

の

貨
財
・

利
便
の

調

逹
の

み、

自
然
「

義
」

を

お

ろ

そ

か

に

し、

廉
恥
心

は

淌
失
す
る。

國
を

擧
げ
て

廉
恥
を

忘

れ

た

獣
態
が

如

何
に

「

弱
體
」

な

も
の

で

あ

り、

外
敵
が

そ

こ

に

つ

け
こ

む

の

に

如
何
に

恰
好
な

賦

態
で

あ

る

か
。

現
時
の

我
が

國
の
、

我
々

自
身
の

身
の

周
り

の

精
紳
状
況
に

眼
を

遣

れ

ば

既
に

思

ひ

牛
ば

に

過
ぐ

る

も

の

が

あ

る

と

言
へ

よ

う
。

　
『

新
論
』

第
六

篇
「

長
計
」

は、

題

名
の

示

唆
す
る

通

り

國
家
百
年
の

計
に

つ

い

て

述
べ

た

經
綸
の

論
な

の

だ

が、

そ

の

眼
目
は

祭
祀

を

以
て

し

て

の

民
の

教
化
で

あ

る
。

現
今、

我
が

國
の

將
來
の

安
危
は

結
局
の

と

こ

ろ

教
育
に

か

か

つ

て

ゐ

る

の

で

は

な
い

か、

教
育
の

再
建
こ

そ

が

一

見
迂

遠
の

如
く

で

あ

り

な

が

ら

實
は

國
家
再
生

の

捷
徑
で

あ

ら

う、

と

い

つ

た

議
論
は

頻
繁
に

耳
に

し
、

又

眼
に

す

る
。

化
政
期
の

會
澤
も

全

く

同

じ
こ

と

を

考
へ

て

ゐ

た

や

う
で

あ

る
。

　

戰
略
論
で

あ

る

以
上、

先
づ

國
土

防
衞
上

の

狹
義
の

戰
術
論
が

議
に

上
つ

て

く

る

の

は

當
然
だ

が、

そ

こ

で

は

元
來
が

儒
學
の

徒
で

あ

る

會
澤
の
ア一
と

で

あ

る

か

ら

『

孫
子
』

を

筆
頭
と

す
る

古
典
漢
籍
を

引
い

て

語
る

部
分
が

多
く、

謂
は

ば

型
通

り

で

あ
つ

て
、

特
に

新
味
は

感
じ

ら

れ

な
い

。

分
析
・

紹
介
は

不

要
と

見

て

よ

い

だ

ら

う
。

　

會
澤
が

漢
土
の

兵
法
の

古
典
に

依
據
し

て

語
つ

て

ゐ

る

と
こ

ろ

は

謂
は

ば

觀
念
的

で

あ

つ

て

リ

ア

リ

テ
ィ

に

乏

し

い

の

だ

が、

我
が

國
の

歴
史
に

徴
し

つ

つ

語
り

始
め

る

と

筆
も

自
つ

か

ら

に

生
彩
を

帶
び

る
。

　

戰
の

た

め

の

團
結
に

は

論
功
行
賞
は

有
效
な

手
段
で

あ

る
。

し

か

し

く

慶
賞
威
罰

世
界

史
に

於
け

る

水

戸
學

小
堀

桂一
郎

は、

一

時
を

鼓
動
す
る

所
以
に

し

て、

典
禮
教
化
は

永
世
を

綱
紀
す

る

所
以

な

り
〉

で
、

長
い

眼
で

見

れ

ば、

國
の

秩
序
を

長
く

安
定
せ

し

め

る

保
障
も

結
局

は

民
の

教

化
に

よ

つ

て

こ

れ

を

は

か

る

べ

き

で

あ

る
。

會
澤
の

見

る

所、

叛

逆

の

豪
族
に

對
す

る

武
力
討
伐
の

經
驗
も

あ

る

第
十
代
崇
神
天

皇

が

こ

の

理
法
に

氣
が

つ

い

て

ゐ

る
。

そ

し

て

未
だ

ま

つ

ろ

は

ぬ

民

の

教
化
に

は

祭
祀
を

以

て

そ
の

大

本
と

す
べ

き
こ

と

を

認
識
し

た

の

も
こ

の

天

皇
で

あ

る
。

大

和
の

地
元
の

大

國

魂

神
を

祀
り、

そ

れ

が

未

だ

十

分
で

な

い

と

知
つ

て

か

ら

は

大

物
圭
神
の

子

孫
を

見
つ

け

出
し

て

き

て

彼
を

し

て

そ

の

租
酔
を

祀
ら

し

め、

以

て

大

和
の

國
一

圓
の

入

心

の

收
攬
に

成
功
し

た、

崇

神
天

皇
の

教
化
策
の

實
績
は

注
目

に

値
す
る
。

　
『

春
秋
左

氏

傳
』

に、
〈

國
の

大

事
は

祀
と

戎
と

に

あ
り

〉

と

言
つ

て

ゐ

る
。

「

祀
」

と

は

言
ふ

ま

で

も

な

く

祭
祀、
「

戎
」

は

兵
事、

軍

事
で

あ

る
。

こ

の

二

つ

は

現

代

の

日

本
人
が

最
も

蔑
ろ

に

し

て

ゐ

る
、

む

し

ろ

嫌
悪

の

對
象
と

し

て

ゐ

る

事
項
で

あ

る

と
こ

ろ

が

面
白
い

。

こ

れ

で

は

國
が

衰
亡

に

傾
き

つ

つ

あ

る

の

も

宜

な
る

哉
と

言

ふ

べ

き

で

あ

ら

う
。

　

會
澤
曰

く
、

戰
爭
に

は

國
が
一

定
の

戰
略
を

有
し

て

ゐ

れ

ば

隨
時
對
應
で

き

る
。

祭
祀
は

國
に

と
つ

て

千
古
不
動
の

大

事
で

あ

り、
〈

天

下
を

大

觀
し、

萬
世

を

通

覗

し、
　一

定
不

易
の
V

長
期
の

國
策
を

立

て

る

際
の

基

礎
と

な

る

も

の

で

あ

る
。

國
民

に

超
越
的
な

る

も

の

に

向
け

て

の

畏
敬
の

心

を

教
へ

こ

む

契
機
と

し

て

祭
祀

以

上

に

大
切

な

も
の

は

な

い
。

人
民

が

天

の

威
に

慴
服
す

る

心

を

有
し
て

さ

へ

ゐ

れ

ば、

天

を

侮
る

怪
し

げ
な

邪
説

に

た

ぶ

ら

か

さ

れ

る

こ

と

も

な

く、

天
へ

の

畏

敬
を

知
つ

て

ゐ

れ

ば、

人
間
の

世
界
で

の

君
臣
の

義
・

長
幼
の

序
を

尊
ぶ

感
覺
も

自
つ

か

ら

に

身

に

添
ふ

で

あ

ら

う
。

　

祭
祀
の

禮
が

す
た

れ

る

時
は、

天

と

人
と

の

距

離
が

開
い

て

し

ま

ふ

時
で

あ

つ

て、

民

は

生

き

る

こ

と
の

營
み

を

侮
り

怠
る

樣
に

な

る
。

精
神
は

不
安
定
で

掾
り

所
を

失

ひ、

異
國
か

ら

渡
來
し

た

オ

カ

ル

ト

な

ど

に

走
り

や

す
い

。

野
心

に

滿
ち

た

く

怪
妄69
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明

掃

大

学
研

究

紀

要

【

艮

本
文

化
学
部

二
看

語

文

化
学
科
】

第
七凵
ヴ

　一
九
九
九

隼

不

經
〉

の

邪

諱
が

さ

う
し

た

心
の

隙
に

乘
じ

て

侵

入

し
、

結
局
瓧
會
の

秩
序

を

攪
亂

す
る

こ

と

に

な

る
。

　

か

く

て

A

民

に

敬
を

教
ふ

る

は
、
h
配

よ

り

大

な

る

は

な

し
V

と
の

テ

ー

ゼ

の

下
に
、

我
が

國
の

祀
禮
の

「

數
」

（
祭
ら

れ

る

神
々

の

名

と

分

類
）

と
「
義
」

（
祭
紳
の

性
格

と

祭
の

意
味
）

と

を

列
擧
し

読

明
し

て

ゆ

く
。

又

大

嘗
祭
の

形

と

意

味、

大

祓
使、

朝
廷

と

畿
内

及

諸
國

の

名
祠
・

大

肚
と

の

關
係、

奉
る

幣
帛、

從
つ

て

官
幤
・

國
幤

の

別
あ

る

こ

と

等
に

説
き

及

び
、

占
來
か

ら

文

政
の

當
時
に

ま

で

至

る

我
が

國
の

帥

杜
神
道
に

つ

い

て

そ

の

制
度
面

か

ら

解
説
を

な

し

て

も

ゐ

る
、

一

面

便
利
な

文

獻
で

あ

る
。

た

だ

會
澤
が

元

來
儒
者
で

あ

る

が

故
に
、

榊
乱
の

祭
の

意
味
の

分

析
に

と

か

く

『

中

結
』

等
の

儒
教
經
典
に

依
據
し

つ

つ

漢
土
の

吐
稷
の

祭
に

引
き

寄
せ

て

解
釋

し

去
る

所
が

目

に

つ

く
。

謂
は

ば

神
儒
一

致
の

傾
向

で

あ

る
。

彼
自
ら

〈

郊
・

廟
・

祉
・

稷
は

天

地
の

祭
に

し

て
、

そ
の

大
な

る

も

の

は

符
節
を

合
す

る

が

ご

と

し
。

蓋

し

ま

た

神
州

と

漢
土

と、

風
氣
相
同

じ

き

を

以

て

し

て、

そ
の

こ

と
の

暗

合
す

る

も

の

か

く

の

ご

と

き

な

り
〉

と

言
つ

て

ゐ

る
。

　

又

A

皇

予
．

帛
孫
．

名
賢
・

功

烈
の

世
に

釜
あ

る

も

の
〉

が

祭
紳
と

し

て

祭
ら

れ

て

ゐ

る

神
祉
の

名

を

A

大
鳥
・

二

荒
・

鹿
島
・

香
取
・

春
日
・

北

野
等
の

ご

と

き

こ

れ

な

り
〉

と

列
擧
し
、

〈

漢
土

の

俗
も

、

ま

た

民

に

功
烈
あ

る

者
を

祭
る

は、

柱
・

句
龍
．

舜
．

禹
・

稷
・

契
竺
寸

の

ご

と

き

こ

れ

な

り
〉

と

の嗣
封
比

を

試
み

て

も

ゐ

る
。

　

つ

ま

り

會
澤
は

國

體
論
の

根
幹
を

成
す

萬
世
一

統
の

皇

位
の

連
綿
た

る

繼
續
性
へ

の

認
識
を

要
請
す
る
、

そ
の

基
礎
付
け
の

一

端
と

し

て

紳
肚
祭
祀
の

傳
統
へ

の

注
目

を

促
し

た

形
な
の

だ

が
、

そ

の

祭
紀
儀
禮
の

理

論
的
根
據
と

し

て

儒
教
に

お

け

る

嘗
・

締
．

郊
．

就
の

祀
典
を

借
り

て

論
じ

て

ゐ

る

わ

け

で

あ

る
。

こ

の

姿
勢
は

國
民

毛

義
ノ，
デ

オ

ロ

ギ

ー

樹
立

の

最
も

大

な

る

功
勞
者
と

し

て

の

會
澤
に

則
し

て

言
へ

ば、

や

や

物
足

り

な
い
、

或
い

は

む
し

ろ

餘

計
な

補
訂
に

氣
を

遣
つ

た

も

の

よ

と

の

見

方

も

あ

り

得
よ

う。

フ0

　

し

か

し
、

茲
に

思
ぴ

起

さ

れ

る

の

が
、

本
稿
第
二

節
に

記

し

て

お

い

た、

國
民
＋
工

義
の

形

成

と

い

つ

た

政
治
的
行
動
は

所
詮
文
獻
學
者
達
の

仕
事
で

は

な

く、

彼

等
が

避
け

て

ゐ

た

哲
學
者
逹
の

任
務
と

し

て

取
つ

て

置

か

れ

て

あ

つ

た

と

の

觀
察
で

あ

る。

そ
の

事
情
は

ど

う
油

、

ら

我
國
で

も

同

じ
こ

と

で、

文
獻
解

讀
に

密
着

し

た

國
學

者
の

業
績
の

上

に、

水

戸
墨
と

い

ふ

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

か

ら

の

意
味
づ

け
が

加

は

つ

て

こ

な

い

と
、

そ

れ

は

實
踐
に

結
び

つ

く

哲
學
と

し

て

離
陸
す

る

こ

と

が

困

難
な
の

だ

つ

た
。

　

そ

れ

と

も

う
一

つ
、

同

じ

く

思

ぴ

起

さ

れ

る

の

が
、

十
九
匹

紀
と

い

ふ

ナ

シ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

勃
興
の

時
代
に、

ヨ

…

ロ

ッ

パ

諸
民

族
の

指
導
的
思

想
家

達

は

近

代
國

家
姪

設
の

た

め

の

精
榊
的
動
力
源

を、

相
當
の

無
理

を

し

て

ま

で

ギ

リ

シ

ァ

・
ロ

ー

マ

の

古
典

に

求
め

て

ゐ

た

と

い

ふ

關
聯
で

あ

る
。

占

典
占

代

の

み

で

は

な

い
、

既
に

記
し

た

如
く

初
め

は

イ

ギ

リ

ス

人
に

よ

る

植
民

地

經

營
の

必

要
か

ら、

次
い

で

は

ド

イ

ツ

人

に

よ

る

．

マ

ン

主

義
的
憧
憬
の

念
か

ら

着
手

さ

れ

發

展

し

て

行
つ

た

イ

ン

ド

學
の

實
績
が
、

比
較
言
語

學
の

介
入

に

よ

つ

て

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

源
流
と

し

て

の、

同

じ
ア

ー

リ

ア

人

種
の

占
代
イ

ン

ド、

文

明
の

最
占
の

源

泉
と

い

ふ
一

種
の

自

己

祀

當
化
に

利
用

さ

れ

た

こ

と

も

思

ひ

合
さ

れ

る
。

　

水

戸

學
が

固

有
傳
統
の

根
幹
を

な

す

紳
耐
祭
祀
の

理

論
的
根
據
を

漢
⊥

の

占
典

に

求

め

た

と
い

う

成
行
は
、

　
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

ナ

シ
冖コ
ナ

リ

ズ

ム

を

形
成
し

た

逋
動
の

方

法

的
基
礎
が

古

典
文

獻
學
に

あ

つ

た

と
い

ふ

事
情

と

見
A
冂

つ

た

も

の

で

あ
つ

た

か

も

し

れ

な

い
。

だ

が

と

に

か

く

會
澤

正

志
齋
は

神
儒
一

致
の

認

識
を

己

が

學

問

的

方

法

の

基

礎
に

据
ゑ

て

操
作
し

な

が

ら

も、

そ

の

材
料
に

關
し

て

は

專
ら

我
が

民

族
に

固

有
の

精
神
傳
統
で

あ

る

皇

統
の

冖

貫
性
と

そ

の

攴
柱
を

な

す

神
祉
祭
祀
の

歴

史
を

以

て

議
論
を

組
み

立

て

る

こ

と
が

で

き

た

の

だ

つ

た
。

そ
の

分

だ

け、

水

戸

學
の

先
驅

者
．

擔
ひ

手

に
レ

ち
f、

、

＋
九

世

紀
的
國
民

主

義

イ

デ

オ
・

ギ
ー

の

建
設

と
い

ふ

事

業
は、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

比
べ

て

よ

り

自
然
で

無

理
の

な

い

佳
事
で

は

な

か

つ

た
か

I−
−

と
、

そ

ん

な

感
相
心

も

湧
い

て

く

る

の

で

あ
る

。
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